


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































正 版 i 刻 禅ー寸与一‘二 i 
蔵・プ・ プ
南蔵明 (桂半 洪武南蔵 闘元・ ( ベす
が寺て
明{額昂 ・ 長
北金 rt
蔵蔵
嘉 思
輿蔵 渓蔵
龍蔵 砂醸蔵
縮蔵
高
i麗 麓議
伽蔵
房
山
同
一
一
経
典
な
の
で
両
グ
ル
ー
プ
の
説
稲
内
容
が
同
じ
こ
と
は
一
言
、
つ
ま
で
も
(
2
)
 
方
の
A
グ
ル
ー
プ
は
長
行
で
(
3
)
 
終
始
一
貫
し
て
お
り
、
も
う
一
方
の
B
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
後
半
を
備
嘆
と
、
a
宮
、
宇
h
u
i
v
，刀
文
章
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
、
に
仕
立
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
実
は
そ
れ
だ
け
で
は
す
ま
な
い
問
題
が
こ
こ
に
臆
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
以
下
の
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
漢
訳
者
の
竺
法
護
は
当
初
、
本
経
の
後
半
を
長
行
と
し
て
訳
出
し
て
い
た
の
か
(
A
グ
ル
l
プ
)
、
或
い
は
僑
墳
と
し
て
訳
出
し
て
い
た
の
か
(
B
グ
ル
ー
プ
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
古
い
資
料
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
よ
り
近
い
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
写
本
を
捜
索
し
て
は
み
た
も
も
の
、
残
念
な
が
ら
印
刷
大
蔵
経
以
前
の
古
写
経
は
見
あ
た
ら
ず
、
敦
爆
写
本
も
存
在
し
な
い
の
で
、
そ
こ
か
ら
問
題
解
決
の
糸
口
を
探
る
こ
と
は
で
き
な
か
(
4
)
 
っ
た
。
し
た
が
っ
て
現
存
す
る
版
本
資
料
か
ら
、
な
ん
と
し
て
も
糸
口
を
み
つ
け
な
け
れ
ば
砧
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
B
グ
ル
ー
プ
の
偶
の
脚
韻
と
、
経
録
に
お
け
る
漢
訳
者
の
扱
い
の
二
点
に
注
目
し
た
い
と
思
、つノ。
な
お
、
高
麗
瓶
(
A
グ
ル
ー
プ
)
と
そ
れ
を
底
本
と
し
た
は
ず
の
大
正
議
経
(
B
グ
ル
ー
プ
)
が
排
版
形
態
を
異
に
し
て
い
る
謎
は
、
大
正
蔵
経
の
草
稿
に
頻
伽
大
蔵
経
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
起
関
し
て
い
る
の
で
(
5
)
 
あ
ろ
う
c
吋
鮪
腿
総
枠
官
時
臨
本
起
経
」
の
有
胡
問
問
問
府
樹
と
縮
問
訳
者
に
つ
い
て
2 
テ
キ
ス
ト
の
校
舗
と
偶
の
通
押
結
論
か
ら
一
言
、
っ
と
、
本
経
は
も
と
B
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
前
半
が
長
行
で
後
半
が
掲
壊
と
し
て
漢
訳
さ
れ
て
い
た
経
典
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
た
び
B
グ
ル
ー
プ
の
蔵
経
に
お
け
る
掲
の
脚
韻
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
明
し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
た
と
え
信
頼
し
う
る
古
写
本
が
な
く
と
も
、
そ
の
よ
う
に
断
言
で
き
る
こ
と
を
鱗
次
論
証
し
て
ゆ
く
。
そ
も
そ
も
中
華
伝
統
の
詩
文
に
自
く
ば
り
す
る
と
、
わ
ず
か
な
例
外
を
除
い
て
作
品
取
の
匂
数
は
偶
数
で
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
四
勾
を
単
位
と
し
た
偶
数
匂
末
で
韻
を
ふ
む
こ
と
を
要
求
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
形
式
は
恐
ら
く
漢
訳
経
典
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
大
蔵
経
中
の
掲
を
調
査
す
る
と
、
や
は
り
偶
数
勾
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
る
偶
が
圧
倒
的
多
数
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
(
6
)
 
し
か
し
奇
数
匂
の
備
も
若
干
見
、
つ
け
ら
れ
、
こ
の
「
龍
施
菩
薩
本
起
経
』
の
儲
も
二
二
五
匂
の
奇
数
匂
か
ら
な
り
、
そ
れ
は
ど
の
販
本
も
み
な
同
じ
で
あ
る
。
以
下
の
論
考
に
お
い
て
は
高
麗
版
を
は
じ
め
と
す
る
実
見
し
え
た
資
料
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
本
経
の
偶
は
一
二
五
匂
あ
る
の
で
、
四
句
を
も
っ
て
一
つ
の
押
韻
単
泣
(
一
一
偶
)
と
考
え
れ
ば
、
一
一
一
一
一
一
の
押
韻
単
位
(
一
三
一
一
偶
)
に
三
句
を
余
す
こ
と
に
な
る
。
漢
訳
経
典
の
儲
は
四
匂
或
い
は
八
匂
の
単
泣
で
ま
と
ま
っ
徐
敦
大
学
総
合
研
究
所
紀
姿
第
十
三
号
た
意
味
を
な
し
て
い
る
場
合
が
多
い
と
は
い
え
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
本
経
の
掲
も
開
じ
で
、
四
匂
を
基
調
と
し
な
が
ら
も
、
中
に
は
六
勾
で
な
い
と
ま
と
ま
っ
た
内
容
と
し
て
完
結
し
え
な
い
も
の
も
あ
方
で
押
韻
に
関
し
て
昔
、
え
ば
、
伝
統
的
文
壇
の
詩
文
に
お
い
て
は
、
意
味
の
切
れ
目
と
押
韻
単
位
と
の
一
致
と
い
う
の
は
、
こ
と
に
近
体
詩
に
る。な
っ
て
以
降
は
厳
守
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
古
詩
で
あ
っ
て
も
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
長
い
詩
文
(
排
律
)
に
お
い
て
は
内
容
が
漸
次
展
開
す
る
た
び
に
ご
と
に
換
韻
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
経
の
通
押
情
況
を
調
査
す
る
に
は
、
ど
こ
ま
で
が
一
ま
と
ま
り
の
押
韻
単
位
な
の
か
を
吟
味
す
る
と
問
持
に
、
い
く
つ
の
句
の
内
容
が
つ
の
ま
と
ま
り
を
な
し
て
い
る
か
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
で
本
経
の
掲
を
見
て
い
く
と
、
や
は
り
押
韻
単
位
ご
と
に
内
容
が
あ
る
麓
疫
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
投
韻
が
行
わ
れ
る
と
内
容
も
逐
次
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
伝
統
的
な
中
華
の
詩
作
品
の
格
式
に
準
拠
さ
せ
つ
つ
漢
訳
さ
れ
て
い
る
と
き
* 
2き
* 
こ
こ
に
京
総
施
菩
薩
本
起
経
い
の
筒
(
「
大
正
蔵
』
上
中
下
)
を
示
す
。
ま
た
縮
か
け
し
た
匂
は
後
述
す
る
こ
と
を
示
し
、
偶
四
・
九
一
一
数
勾
末
の
括
弧
の
中
に
は
「
広
韻
」
の
韻
目
と
、
訳
者
と
さ
れ
る
竺
法
護
が
活
躍
し
た
普
代
の
韻
部
を
示
し
た
(
平
先
・
先
と
は
、
韻
自
が
平
声
先
韻
で
韻
部
が
先
部
と
い
う
意
)
。
ま
た
韻
部
や
通
押
に
つ
い
て
は
腐
祖
諜
間
の
「
鏡
普
南
北
朝
韻
部
之
演
変
』
(
東
大
留
意
回
公
司
、
台
北
、
年
)
な
ど
の
先
学
の
諸
成
果
を
参
照
ふ
記
。
九
真
上
)
皆
従
諸
天
入
倶
稽
苦
作
礼
見
弥
勤
歓
喜
弥
勃
為
説
法
天
上
寿
終
後
長
者
須
福
家
端
名
目
龍
施
〈
8
)
持
仏
来
詣
金
口
時
女
在
洛
室
便
却
上
接
観
諸
根
悉
寂
定
女
心
却
歓
喜
当
供
養
仏
法
持
魔
関
知
之
此
女
発
道
意
日
下
変
為
父
仏
今
現
在
世
菩
薩
多
勤
苦
行
詣
弥
勤
前
其
心
悉
等
平
札
撃
住
一
一
回
来
生
於
世
間
作
女
意
甚
明
除
去
諸
欲
情
層
間
開
放
光
明
見
仏
功
徳
正
三
十
ニ
根
明
今
逮
得
安
寧
便
発
菩
提
心
心
中
為
愁
思
尽
我
境
界
人
呉
説
懇
悩
事
功
徳
甚
尊
特
羅
漢
疾
易
得
(
平
先
・
先
)
(
平
庚
・
庚
)
(
去
線
・
先
)
(
平
庚
・
庚
)
(
平
山
・
先
)
(
一
平
庚
・
炭
)
(
平
清
・
庚
)
(
平
度
・
庚
)
(
平
庚
・
庚
)
(
平
清
・
捷
)
(
平
庚
・
炭
)
(
平
膏
・
庚
)
(
平
侵
・
侵
)
(
去
志
・
之
)
(
平
真
・
真
)
(
去
志
・
之
)
(
入
徳
・
穂
)
(
入
諒
・
徳
)
一
九
九
六
時
女
時
対
臼
仏
智
警
虚
空
議
是
以
観
之
仏
徳
如
区
海
九
一
一
良
中
)
時
魔
謂
女
一
ず
一
口
時精従仮菩
女進接使譲
住無自欲接
機所投得勤
辺著地仏苦
我
周
一
切
故
便
自
投
楼
下
変
為
男
子
形
叉
手
正
衣
服
今
我
意
甚
器
一
切
皆
愚
痴
時
仏
告
関
難
自
投
於
虚
空
不
独
今
棄
躯
己
吏
事
万
仏
父
一
苔
加
盟
…
義
理
羅
漢
如
芥
子
小
選
無
高
士
度
人
無
極
臼
汝
今
何
愚
癌
得
道
加
盟
…
有
期
当
不
惜
躯
命
乃
知
女
妙
英
一
時
得
無
上
正
向
仏
叉
手
一
宮
口
額
仏
知
我
誠
此
為
何
等
謂
顔
仏
現
大
明
汝
見
此
女
不
転
作
男
子
身
前
世
亦
復
爾
精
進
無
耀
止
(
上
止
・
之
)
(
上
止
・
之
)
(
上
止
・
之
)
(
上
止
・
之
)
(
平
之
・
之
)
(
上
之
・
之
)
(
去
狭
・
庚
)
(
平
皮
・
庚
)
(
平
清
・
炭
)
(
平
一
克
・
先
)
(
平
清
・
庚
)
(
平
庚
・
庚
)
(
一
千
庚
・
度
)
(
一
平
先
・
先
)
(
一
千
仙
・
先
)
(
平
捷
・
庚
)
(
平
尤
・
侯
)
(
一
平
真
・
真
)
(
上
紙
・
支
)
(
上
止
・
之
)
内
務
施
設
同
曲
線
本
起
経
同
の
有
鶴
田
同
額
と
漢
訳
者
に
つ
い
て
却
後
当
来
世
使
当
得
作
仏
在
第
大
会
其
数
難
屡
練
欝
持
仏
治
世
欽
金
皆
自
然
於
是
龍
施
身
報
其
父
母
一
一
言
父
母
叩
聴
之
及
八
百
天
神
橋
時
魔
愁
毒
龍
施
自
仏
一
言
為
断
十
一
一
海
九
一
頁
下
〕
用
衆
愚
痴
故
持
仏
便
講
法
彼
時
龍
施
身
自
説
過
世
行
供
養
知
恒
沙
口
す
名
B
龍
上
度
脱
諸
天
人
警
之
如
浮
雲
快
楽
加
熱
有
援
饗
如
切
和
天
佐
立
在
仏
前
聴
我
作
沙
門
侍
従
五
百
人
皆
発
無
上
心
悔
根
無
所
棟
願
態
一
切
人
除
去
諸
苦
辛
五
百
侍
従
人
及
八
百
諸
天
(
平
麻
・
歌
)
(
去
諜
・
陽
)
(
平
真
・
真
)
(
平
文
・
真
)
(
入
駿
・
職
)
(
平
先
・
先
)
(
平
先
・
先
)
(
平
魂
・
魂
)
(
平
真
・
真
)
(
平
侵
・
侵
)
(
平
真
・
真
)
(
平
真
・
真
)
(
平
真
・
真
)
(
上
暗
・
寓
)
(
平
真
(
平
先
・
先
)
〔
こ
の
あ
た
り
一
匂
1
三
勾
が
脱
す
?
)
(
上
絵
・
真
)
得
不
起
法
忍
龍
住
於
仏
前
求
道
甚
苦
勤
(
平
先
・
先
)
(
平
欣
・
真
)
1i 
崩
御
持
拡
大
学
総
合
研
究
所
紀
姿
不
用
己
身
故
如
来
之
功
稽
関
時
絞
遮
匂
其
毒
蛇
之
控
時
五
苔
玉
女
八
百
諾
天
子
菩
薩
所
示
現
欲
歎
其
功
穂
彼
龍
擁
菩
薩
無
数
諸
天
人
一
切
皆
歓
喜
初
日
為
一
切
人
不
可
兵
説
陳
今
期
是
世
尊
今
是
龍
施
身
今
是
五
百
人
北
ハ
志
無
等
倫
猶
為
有
所
悶
終
無
能
尽
鷲
作
師
子
乳
時
皆
発
無
上
真
下し入、、
F
A
詰
，qtみ
小
E
+
n
M
J々
t
A
R
n
* 
-諒・
第
十
三
号
(
平
真
・
真
)
(
平
真
(
一
平
魂
・
魂
)
(
平
真
・
真
)
(
平
真
・
真
)
(
一
主
諒
・
真
)
(
乎
真
・
真
)
(
乎
仙
・
先
)
(
平
之
・
之
)
(
平
真
・
真
)
(
平
先
・
先
)
明
ら
か
に
押
韻
し
て
い
る
句
は
検
証
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
* 
は
異
な
る
韻
部
の
通
押
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
中
華
の
詩
文
、
と
く
に
本
経
が
漢
訳
さ
れ
た
と
さ
れ
る
晋
代
に
作
ら
れ
た
詩
文
中
に
、
本
経
の
通
押
と
向
じ
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
本
経
に
は
先
部
と
庚
部
が
押
す
単
位
が
六
箇
所
あ
る
が
、
中
華
の
詩
に
お
い
て
は
普
代
の
用
例
が
わ
ず
か
に
つ
(
張
華
「
章
懐
皇
后
諒
」
の
泉
原
清
の
通
押
)
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
仏
政
(
に
お
け
る
湾
側
と
し
て
は
、
西
普
で
は
な
い
が
、
く
だ
っ
て
娩
秦
鳩
摩
羅
什
の
「
大
知
日
度
論
い
巻
一
七
(
日
)
(
「
大
正
蔵
」
二
五
・
一
八
四
下
)
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
庚
部
の
「
明
」
ムノ、
と
先
部
の
「
眠
」
の
通
押
で
あ
る
。
日
日
侵
註
奪
人
明
(
乎
庚
・
庚
)
眼
為
大
関
無
所
見
以
眠
覆
心
無
所
識
先
部
と
庚
部
の
通
押
併
は
非
常
に
少
な
く
、
こ
の
た
め
詩
文
の
世
界
で
は
如
是
大
失
安
一
向
限
(
平
先
・
先
)
明
ら
か
に
失
韻
と
な
る
が
、
本
経
に
六
例
も
検
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い
。
翻
訳
と
い
う
大
き
な
障
壁
に
立
ち
向
か
い
な
が
ら
も
、
可
能
な
か
ぎ
り
定
の
リ
ズ
ム
、
す
な
わ
ち
語
尾
が
マ
昆
・
{
虫
色
に
か
か
わ
ら
ず
、
陽
声
韻
の
リ
ズ
ム
を
持
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
訳
者
の
苦
惑
を
こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
九
貰
中
段
に
支
部
と
之
部
、
先
部
と
魂
部
、
真
部
と
侵
部
の
通
押
が
あ
り
、
下
段
に
は
真
部
と
先
部
、
魂
部
と
真
部
が
そ
れ
ぞ
れ
押
韻
単
位
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
詩
文
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ず
通
押
例
が
事
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
ず
支
部
と
之
部
の
通
押
は
三
毘
で
三
倒
、
雨
普
で
十
一
一
一
例
あ
り
、
次
の
先
部
と
魂
部
の
通
押
は
両
普
で
三
樹
あ
り
、
真
部
と
侵
部
の
通
押
は
三
国
で
五
倒
、
両
晋
で
は
十
四
例
を
検
出
で
き
、
真
部
と
先
部
は
一
二
国
雨
普
で
百
慨
を
こ
え
、
魂
部
と
真
部
は
一
一
一
国
で
と
も
に
真
部
で
あ
り
、
普
代
に
な
っ
て
分
部
す
る
が
そ
の
通
押
は
十
四
椀
ほ
ど
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
向
時
代
の
詩
作
品
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
韻
部
が
押
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
経
の
漢
訳
者
に
あ
つ
で
も
上
記
の
韻
部
は
通
持
す
る
も
の
と
判
断
し
た
上
で
意
関
的
に
措
辞
さ
れ
た
と
蓄
え
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
明
ら
か
に
失
韻
と
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
九
一
一
頁
上
段
つ
の
失
韻
、
侵
部
と
之
部
、
真
部
と
之
部
の
例
が
あ
り
、
中
段
に
は
三
つ
の
失
韻
、
侯
部
と
真
部
、
歌
部
と
陽
部
、
及
び
職
部
と
先
部
が
あ
る
(
下
段
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
)
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
失
韻
現
象
は
、
中
華
の
詩
と
違
っ
て
、
翻
訳
と
い
う
一
一
百
一
諾
転
換
に
お
い
て
は
不
可
避
な
眼
界
で
(
間
以
)
あ
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
十
一
一
一
の
押
韻
単
位
に
対
し
で
わ
ず
か
五
つ
の
失
韻
な
ど
は
、
他
の
漢
訳
仏
政
(
の
存
韻
偶
墳
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
跨
題
で
は
な
い
。
間
関
壊
全
体
の
六
、
七
割
以
上
が
通
押
し
、
失
韻
が
一
一
一
割
或
い
は
四
割
を
超
え
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
漢
訳
者
に
よ
る
自
覚
的
な
韻
律
配
躍
で
あ
っ
た
と
認
め
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
六
、
七
割
以
上
が
通
押
す
る
と
い
う
こ
と
は
偶
然
で
は
起
こ
り
え
な
い
現
象
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
六
十
八
あ
る
本
経
借
墳
の
韻
字
の
う
ち
平
戸
は
五
十
で
、
灰
声
(
上
声
・
去
声
・
入
声
)
は
合
わ
せ
て
十
八
で
し
か
な
い
。
一
平
戸
字
が
灰
声
字
の
二
倍
以
上
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
も
、
本
経
の
漢
訳
者
が
意
間
的
に
平
声
を
韻
字
に
用
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
脚
韻
の
配
麗
は
自
覚
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
問
題
は
九
一
一
一
良
下
段
の
簡
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
い
さ
さ
か
複
雑
で
あ
る
。
上
段
と
中
段
の
掲
は
失
韻
と
思
わ
れ
る
押
韻
単
位
が
五
つ
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
他
は
概
ね
通
押
し
て
い
た
。
し
か
し
下
段
の
偶
数
匂
末
の
韻
字
は
す
べ
て
韻
を
ふ
み
は
ず
し
た
失
韻
な
の
で
あ
る
。
下
湾
臨
施
警
護
本
経
経
」
の
有
盟
副
協
調
棋
と
渓
訳
者
に
つ
い
て
段
の
借
は
も
と
も
と
押
韻
さ
せ
な
い
ま
ま
に
漢
訳
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
結
論
か
ら
言
、
っ
と
、
や
は
り
漢
訳
者
に
よ
っ
て
寵
慮
が
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
既
述
の
よ
う
に
本
経
の
鳴
が
二
二
五
句
の
奇
数
勾
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
漢
訳
経
典
に
お
け
る
偶
が
奇
数
句
で
訳
さ
れ
る
の
は
竿
見
な
事
例
と
認
め
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
か
ら
、
或
い
は
本
経
の
慣
も
本
来
は
偶
数
匂
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
懐
疑
し
つ
つ
、
こ
の
九
一
頁
下
段
の
韻
を
再
び
調
査
す
る
と
、
上
に
引
用
し
た
よ
う
に
実
は
奇
数
句
に
お
い
て
通
押
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
(
沼
)
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ど
こ
か
で
一
勾
ま
た
は
一
一
一
匂
桂
度
の
脱
勾
が
あ
吹
本
来
の
掲
を
一
一
一
一
六
勾
、
或
い
は
一
四
O
勾
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
一
一
一
五
勾
「
作
礼
於
仏
前
」
か
ら
逆
に
前
方
に
向
か
っ
て
、
奇
数
勾
の
持
韻
単
位
を
調
査
し
て
い
く
と
、
九
一
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
終
の
第
一
良
中
段
終
わ
り
か
ら
下
段
の
初
め
の
あ
た
り
に
お
い
て
、
押
韻
し
な
く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
そ
の
あ
た
り
に
一
句
ま
た
は
一
一
一
匂
が
欠
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
奇
数
の
脱
匂
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
待
の
各
匂
が
一
つ
、
或
は
一
一
一
つ
だ
け
繰
り
下
が
り
、
そ
れ
ま
で
の
奇
数
勾
が
偶
数
句
と
な
っ
て
再
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
漢
訳
者
が
本
経
の
慌
に
対
し
て
宮
尾
一
貫
し
て
通
押
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
と
陪
じ
よ
う
に
簡
に
脱
匂
が
あ
る
こ
ー七
崩
御
教
大
学
総
合
研
究
所
明
記
要
第十一一一号
と
は
、
中
国
撰
述
経
典
の
お
M
好
宝
率
経
』
(
八
五
・
(
H
H
)
 
に
も
現
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
一
一
一
一
一
一
五
上
中
)
た
だ
し
九
一
一
貫
下
段
を
そ
の
よ
う
に
構
成
し
な
お
し
た
と
し
て
も
、
な
お
二
簡
所
の
失
韻
が
で
て
く
る
。
そ
れ
は
宵
部
と
真
部
、
先
部
と
之
部
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
先
部
と
之
部
は
明
ら
か
に
失
韻
で
あ
る
が
、
宵
部
と
真
部
に
つ
い
て
は
以
下
の
推
測
が
な
り
た
つ
。
韻
字
は
多
説
大
珍
宝
五
百
侍
従
人
と
「
人
」
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
「
・
:
大
珍
宝
」
は
も
と
用
衆
愚
癒
故
(
上
時
・
宵
)
時
仏
使
講
法
(
平
真
・
真
)
「
大
宝
珍
」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
大
胆
に
推
定
し
た
い
の
で
あ
る
。
(
桔
韻
)
」
で
は
押
さ
な
い
が
、
「
珍
(
真
韻
)
」
で
あ
れ
ば
押
韻
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
宝
珍
」
は
開
き
な
れ
な
い
語
葉
で
あ
る
が
、
大
蔵
経
中
に
そ
(
お
)
の
倒
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
押
韻
さ
せ
る
た
め
に
、
「
珍
宝
」
を
あ
え
て
「
宝
珍
」
に
倒
置
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
い
つ
の
間
に
か
常
見
常
毘
の
「
珍
宝
」
に
改
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
現
行
の
大
蔵
経
へ
と
伝
承
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
本
経
の
押
韻
は
決
し
て
四
匂
を
つ
の
単
位
と
し
て
区
分
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
意
味
の
切
れ
目
を
も
っ
て
換
韻
さ
れ
、
そ
れ
が
押
韻
単
位
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
こ
れ
ら
の
備
の
四
戸
は
概
ね
一
平
戸
を
基
調
と
し
つ
つ
通
押
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
礁
認
で
き
た
。
更
に
現
存
す
る
本
経
の
備
は
二
一
一
五
句
か
ら
な
る
が
、
勾
末
J¥ 
の
通
押
慎
況
か
ら
し
て
、
お
そ
ら
く
そ
の
涼
初
は
偶
数
句
か
ら
な
る
も
の
で
、
版
本
成
立
以
前
の
書
写
に
よ
る
倍
承
の
過
程
に
お
い
て
、
九
一
一
一
匂
或
い
は
一
一
一
匂
が
脱
し
の
中
段
最
後
か
ら
下
段
の
最
初
の
あ
た
り
で
、
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
つ
い
で
な
が
ら
付
言
す
る
と
、
A
グ
ル
ー
プ
(
す
べ
て
長
一
行
)
の
う
ち
、
金
蔵
・
高
麗
蔵
・
房
山
遼
刻
の
後
半
に
は
「
皆
得
無
所
従
生
」
九
一
上
下
の
二
笛
所
)
、
「
前
白
仏
天
中
天
」
(
九
一
中
)
の
よ
う
に
、
六
字
勾
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
東
禅
寺
版
・
関
元
寺
版
・
思
渓
議
・
噴
砂
蔵
・
洪
武
南
蔵
で
も
「
皆
得
無
所
従
生
」
(
九
一
一
上
)
と
六
字
句
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
勾
の
前
後
は
す
べ
て
五
字
句
な
の
で
、
こ
の
一
一
一
笛
所
、
だ
け
が
二
字
多
い
こ
と
に
な
る
。
一
方
鵠
壊
で
排
版
す
る
B
グ
ル
ー
プ
は
、
A
グ
ル
ー
プ
に
あ
っ
た
そ
れ
ら
の
六
字
句
が
「
皆
得
無
従
生
」
、
「
自
仏
天
中
天
」
の
ご
と
く
他
と
同
じ
五
字
の
斉
一
言
句
に
揃
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
A
グ
ル
ー
プ
は
後
半
部
を
長
行
(
お
)
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
3
、
長
行
中
に
隠
さ
れ
た
弱
本
経
の
掲
は
上
述
の
よ
う
に
た
。
と
こ
ろ
が
も
う
少
し
丹
念
に
調
べ
て
み
る
と
、
他
に
も
閤
簡
所
の
ま
と
ま
っ
た
備
と
思
し
き
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
ら
六
勾
ま
た
は
一
四
O
勾
で
あ
っ
は
長
一
行
の
中
に
穏
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
該
当
欝
所
の
諸
版
本
は
、
と
も
に
改
行
す
る
こ
と
な
く
長
行
と
し
て
の
行
ど
り
に
な
っ
て
お
り
、
各
句
は
西
学
づ
つ
の
句
作
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
西
学
一
句
と
い
う
だ
け
な
ら
ば
、
南
北
朝
期
に
撰
述
さ
れ
た
漢
籍
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
題
六
体
に
し
た
が
っ
た
ま
で
で
あ
り
、
本
経
の
会
話
部
分
も
や
は
り
河
じ
よ
う
な
リ
ズ
ム
を
も
っ
て
訳
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
三
国
両
晋
以
降
の
漢
訳
経
典
に
お
け
る
長
行
に
は
常
見
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
て
、
(ロ)
読
韻
の
使
に
供
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
推
察
し
う
る
。
と
こ
ろ
が
長
行
の
叙
述
部
を
西
学
で
断
句
し
、
掲
の
勾
式
に
並
び
変
え
て
み
る
と
、
そ
の
偶
数
句
末
は
両
晋
の
韻
部
と
し
て
充
分
に
通
押
す
る
韻
文
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
先
の
五
言
二
二
五
勾
の
備
が
説
か
れ
る
直
前
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
①
四
一
一
言
十
六
句
、
②
四
一
百
十
二
句
、
③
四
一
言
十
六
匂
、
④
四
一
言
二
十
八
句
が
そ
れ
で
あ
る
。
下
に
該
当
部
分
を
長
行
の
行
ど
り
か
ら
、
備
の
行
ど
り
に
↑
転
換
し
た
上
で
引
用
し
て
み
よ
う
(
九
一
O
真
下
j
九
一
一
一
気
上
)
。
* 
* 
* 
道
人
答
日
、
「
卿
為
世
帯
蛇
、
衆
人
所
憎
。
見
者
欲
害
、
加
熱
有
愛
楽
。
或
於
道
中
、
虎
・
狼
・
毒
虫
・
護
鳥
・
走
獣
、
共
生
一
口
汝
身
。
今
実
恨
恨
、
無
有
巳
巴
。
難
有
是
心
、
不
得
自
在
。
顔
郷
住
此
、
思
道
念
徳
、
精
進
自
守
、
忍
諸
国
厄
。
若
前
強
健
、
後
年
復
会
。
」
道
人
悲
泣
、
収
涙
間
去
。
毒
蛇
沸
零
、
不
能
自
止
、
食
見
道
人
、
無
有
極
己
。
便
即
上
樹
、
遠
望
道
人
。
観
視
若
行
、
祭
其
所
避
。
道
人
不
現
、
転
復
上
行
。
適
援
不
現
、
内
総
路
整
陵
本
起
縫
い
の
占
有
綴
偽
閣
制
と
淡
訳
者
に
つ
い
て
上
尽
樹
頭
、
議
望
道
人
、
①
遂
遠
不
現
自
費
樽
一
言
失
善
道
人
多
犯
衆
悪
関
冥
放
逸
不
奉
精
進
毒
蛇
益
悲
「
身
罪
所
致
前
世
愚
穣
接
投
膿
部
傑
怠
無
知
迷
乱
不
止
不
値
仏
世
平去王子
之至脂
之指脂
(
去
露
・
支
)
(
平
支
・
支
)
(
上
止
・
之
)
(
去
祭
・
祭
)
其
心
不
一
連
離
正
法
失
大
智
慧
(
去
霧
・
祭
)
違
遠
歪
明
、
従
苦
入
苦
、
離
波
羅
蜜
、
堕
於
五
道
、
虫
蛾
蚤
一
成
、
今
受
蛇
身
、
，
為
入
所
憎
。
皆
是
身
過
、
不
自
他
人
。
天
上
世
間
、
豪
費
無
常
、
②
何
況
我
此
展
転
生
死
爾
持
毒
蛇
身
意
静
然
今
此
危
身
合
毒
之
身
饗
如
車
輪
」
自
説
理
悪
担
還
自
責
(
平
真
・
真
)
(
乎
諒
・
真
)
(
入
鐸
・
薬
)
(
入
麦
・
薬
)
不
足
食
帯
不
顔
躯
命
此
無
所
著
(
入
薬
・
薬
)
使
従
樹
上
、
自
投
於
下
、
未
及
歪
地
、
頭
樹
蚊
問
、
身
絶
両
分
、
使
郎
命
過
、
生
毘
術
夫
、
得
見
光
明
、
時
自
思
惟
、
使
識
指
命
。
告
「
我
在
世
時
奉
待
選
入
ム
身
為
毒
蛇
行
正
逮
部
(
入
昔
・
薬
)
(
平
麻
・
歌
)
(
平
麻
・
歌
)
九
憐
持
拡
大
学
総
合
研
究
所
紀
姿
第
十
一
一
一
号
O 
精
進
不
博
設
其
身
命
知
命
非
常
於
彼
寿
終
使
於
天
上
及
与
天
子
散
毒
蛇
上
使
自
説
一
一
言
、
④
「
今
此
蛇
身
於
我
大
一
淳
精
進
行
法
総
其
寿
命
今
故
来
下
使
複
行
詣
稽
首
作
礼
陵
歎
功
穂
(
幻
)
今
此
道
人
行
大
慈
悲
教
授
一
切
本
為
毒
蛇
愛
念
一
切
伏
悪
心
魔
警
如
土
沙
自
投
機
下
来
生
此
処
」
従
諸
玉
女
各
持
香
華
蟻
為
毒
悪
終
不
為
薄
心
無
所
著
得
上
為
天
欲
報
其
恩
殻
遮
匂
所
供
養
華
香
皆
共
称
誉
無
有
等
侶
無
有
親
疎
令
離
一
一
一
塗
視
如
赤
子
此
功
諒
大
(
平
歌
・
歌
)
欲
報
其
患
何
時
能
達
」
(
入
国
旬
・
昂
)
(
平
麻
・
歌
)
適
説
是
己
、
使
還
去
上
兜
術
天
。
(
上
馬
・
歌
)
ネ
* 
* 
(
去
御
・
魚
)
出
をま
下 ず
る①
道は
人議
を瓦
見か
つ ら
め i主
主よ 申
がに
ら留
自ま
ゐそ
境 玄
i事止
昌吉
z 等
部雪
7t瓦
¥た
毒
そ 蛇
れ」さ
はぺ
(
上
諾
・
魚
)
(
乎
麻
・
歌
)
韻
を
ふ
ま
な
い
長
行
を
は
さ
ん
で
②
の
途
中
ま
で
つ
づ
く
。
こ
の
よ
う
な
押
韻
の
あ
り
方
は
い
さ
さ
か
違
和
感
を
ぬ
ぐ
え
な
い
が
、
こ
れ
を
偶
然
の
通
押
と
か
た
づ
け
る
こ
と
も
で
き
そ
う
に
な
い
。
そ
れ
は
②
が
完
全
に
通
押
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
③
は
樹
上
か
ら
投
身
し
て
命
を
絶
ち
、
す
ぐ
さ
ま
兜
率
天
に
上
生
し
た
毒
蛇
が
前
散
を
知
り
、
こ
れ
を
自
ら
思
惟
す
る
(
入
鐸
・
薬
)
(
入
鐸
・
薬
)
(
入
薬
・
薬
)
内
容
で
あ
り
、
「
領
自
説
言
」
を
は
さ
ん
で
そ
の
産
後
の
④
は
思
惟
の
内
(
平
先
・
先
)
容
を
実
際
に
告
白
す
る
部
分
で
あ
る
。
(
平
痕
・
魂
)
通
押
に
関
し
て
①
と
②
は
何
ら
問
題
と
な
ら
な
い
。
③
も
整
っ
て
い
る
(
上
語
・
魚
)
が
、
高
麓
版
と
諸
版
本
と
で
相
違
す
る
の
は
第
十
二
勾
「
来
生
此
処
」
の
韻
字
で
あ
る
。
歌
部
と
魚
部
は
一
一
一
居
間
普
を
通
し
て
押
す
こ
と
か
ら
、
麗
(
平
賜
・
間
関
)
(
平
魚
・
魚
)
本
の
で
は
な
く
、
東
禅
寺
瓶
な
ど
諸
本
の
「
処
」
、
或
い
は
趨
域
(
上
諾
・
魚
)
金
蔵
の
を
も
っ
て
韻
字
と
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
(
平
魚
・
魚
)
次
の
昏
は
、
毒
蛇
が
死
し
て
兜
率
天
に
上
生
し
、
そ
こ
で
玉
女
や
天
子
か
ら
散
華
供
養
を
受
け
る
と
こ
ろ
で
、
毒
蛇
み
ず
か
ら
が
説
き
だ
し
た
叙
述
の
す
べ
て
で
あ
る
。
通
押
と
し
て
は
、
第
二
句
「
難
為
毒
悪
」
の
韻
字
に
相
違
が
み
ら
れ
、
こ
こ
は
麗
本
や
金
蔵
の
「
盛
山
」
を
と
っ
て
薬
部
で
押
(
平
模
・
魚
)
(
上
止
・
之
)
(
去
泰
・
泰
)
す
。
つ
い
で
第
八
句
先
部
と
第
十
匂
魂
部
は
晋
で
通
搾
し
、
以
下
の
十
匂
は
魚
部
で
押
し
て
い
る
。
な
お
中
途
に
陽
部
の
「
香
」
と
之
部
の
「
子
」
が
あ
る
が
、
「
香
」
に
つ
い
て
は
王
国
に
魚
部
と
通
押
す
る
用
例
を
一
つ
見
い
だ
せ
る
。
ま
た
「
子
」
は
上
古
に
お
い
て
之
部
で
{zE
の
韻
尾
を
有
す
る
た
め
、
中
華
の
詩
歌
に
お
い
て
、
い
つ
の
時
代
で
も
泰
部
主
}
・
ヤ
色
(
去
声
・
入
声
)
と
通
押
す
る
こ
と
は
な
い
。
よ
っ
て
魚
部
と
の
通
押
と
な
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
用
例
は
一
一
一
国
で
一
例
、
そ
し
て
南
青
で
一
一
一
例
が
あ
る
。最
後
は
去
声
の
泰
部
と
入
声
の
島
部
で
あ
る
が
、
こ
の
爾
部
は
先
秦
の
韻
文
中
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
祭
部
(
{
ム
丘
)
と
丹
部
(
{
ふ
さ
に
含
ま
れ
そ
の
通
持
例
が
あ
り
、
降
っ
て
西
漢
で
倒
、
東
漢
で
は
七
併
が
あ
る
。
一
一
一
盟
に
な
る
と
祭
部
か
ら
泰
部
(
泰
・
主
人
・
廃
・
怪
・
介
を
包
括
)
が
分
か
れ
、
そ
の
泰
部
は
、
両
晋
に
い
た
る
ま
で
陰
類
主
]
と
と
も
に
入
類
韻
(
匁
)
尾
小
&
を
も
有
し
、
丹
部
か
ら
独
立
し
た
入
芦
田
勾
部
({'a
一
品
・
末
・
銭
を
包
括
)
と
南
北
朝
の
中
期
ご
ろ
ま
で
通
押
す
る
。
三
関
で
は
ニ
僻
見
ら
れ
、
さ
ら
に
本
経
が
漢
訳
さ
れ
た
と
す
る
荷
晋
に
お
い
て
は
四
つ
の
通
押
例
が
あ
る
。
ち
な
み
に
西
晋
の
訳
出
と
さ
れ
る
本
経
の
韻
字
は
「
大
」
と
「
違
」
で
あ
り
、
こ
の
用
字
の
西
晋
で
の
通
押
併
は
、
洛
陽
の
紙
価
を
高
か
ら
し
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
左
思
(
一
一
五
O
?
i
一
二
O
五
?
)
の
一
二
部
賦
の
う
ち
、
競
都
賦
に
「
達
・
帯
・
会
・
大
」
で
通
押
す
る
用
例
に
求
め
(
お
)
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
議
施
慈
出
陣
本
起
緩
い
の
有
綴
旧
樹
脂
掛
と
論
評
訳
者
に
つ
い
て
定
の
規
則
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
①
と
②
は
も
ち
ろ
ん
、
③
と
④
の
偶
数
匂
米
も
通
押
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
先
に
示
し
た
五
一
言
以
上
の
ご
と
く
、
全
体
に
わ
た
っ
て
一
一
一
五
句
の
鵠
と
閉
じ
よ
う
の
よ
う
な
常
套
の
冠
勾
は
な
い
が
、
の
句
作
り
と
偶
数
勾
末
の
通
持
か
ら
、
漢
訳
者
に
よ
っ
て
意
罰
的
に
旋
律
に
、
こ
こ
で
も
「
説
掲
去
の
配
騒
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
偶
排
除
の
通
押
で
は
あ
り
え
な
い
現
象
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
か
し
、
前
後
の
文
章
の
流
れ
か
ら
す
る
と
、
備
と
し
て
漢
訳
さ
れ
た
に
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
不
十
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
る
文
章
の
す
べ
て
が
押
韻
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
文
体
を
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
六
朝
の
漢
籍
に
お
い
て
は
閤
六
耕
儀
が
締
り
立
て
ら
れ
た
文
体
と
し
て
主
流
を
し
め
て
い
た
。
こ
れ
は
平
灰
の
配
置
や
対
句
を
用
い
、
と
き
に
押
韻
も
し
て
い
る
の
で
韻
文
に
近
し
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
散
文
に
お
さ
め
ら
れ
る
文
体
で
あ
る
。
本
経
の
長
行
中
に
隠
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
韻
文
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
漢
籍
の
影
響
を
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
中
華
の
文
学
に
お
け
る
四
六
体
と
い
う
飾
ら
れ
た
散
文
が
導
入
さ
れ
、
仏
典
に
お
け
る
四
字
句
と
い
う
飾
ら
れ
た
長
行
を
誕
生
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
四
字
句
を
基
調
と
し
つ
つ
、
韻
を
ふ
む
が
、
乎
灰
配
寵
の
き
ま
り
は
な
く
、
も
ち
ろ
ん
対
句
を
用
い
て
い
な
い
。
そ
れ
は
漢
訳
と
い
う
一
一
言
語
転
換
に
お
け
る
限
界
が
横
た
わ
っ
て
い
係
数
大
学
総
合
研
究
所
紀
姿
第
十
一
一
一
号
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
要
件
か
ら
し
て
、
耕
儀
体
で
も
な
く
、
ま
た
偶
壌
で
も
な
く
、
か
つ
通
常
の
長
行
で
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、
仏
典
に
お
け
る
特
殊
な
美
文
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る。
以
上
の
ご
と
く
、
吋
龍
施
菩
藤
本
起
経
」
の
わ
ず
か
ば
か
り
の
文
章
(
「
大
正
議
』
で
ニ
頁
分
)
の
中
に
は
、
中
華
の
散
文
と
韻
文
の
影
響
を
受
け
た
長
行
と
掲
壌
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
中
間
に
は
四
六
ス
タ
イ
ル
の
韻
文
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
中
華
の
文
意
ス
タ
イ
ル
の
縮
図
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
仏
の
金
一
言
の
伝
達
こ
そ
優
先
さ
れ
る
建
前
か
ら
、
「
耕
」
す
な
わ
ち
対
句
を
用
い
る
ま
で
の
華
美
な
修
辞
は
盟
避
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
思
字
で
ま
と
め
つ
つ
可
能
な
限
り
に
お
い
て
通
押
さ
せ
よ
う
と
つ
と
め
た
訳
者
の
配
曜
は
厳
然
と
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
大
蔵
経
を
丹
念
に
精
査
す
る
と
他
に
も
ま
だ
同
様
な
文
体
が
存
在
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
4
、
肺
一
一
法
護
訳
出
へ
の
疑
義
「
出
一
一
一
蔵
記
集
い
巻
第
二
に
は
西
晋
壮
一
一
法
護
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
経
典
の
一
覧
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
総
計
五
回
部
あ
る
う
ち
、
九
十
部
は
当
時
現
存
し
て
い
た
経
典
で
あ
り
、
「
右
九
十
部
凡
二
百
六
巻
今
並
有
其
経
」
と
さ
れ
、
つ
い
で
当
時
す
で
に
散
逸
し
て
い
た
六
四
部
も
リ
ス
ト
ア
ツ
プ
さ
れ
、
「
右
六
十
四
部
凡
一
百
一
十
六
巻
経
今
関
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
散
逸
リ
ス
ト
の
中
に
、
龍
施
本
起
経
市
録
に
龍
施
本
起
と
云
う
或
は
龍
施
女
経
一
巻
と
去
、
っ
。
(
五
五
・
九
中
)
と
見
え
る
。
後
に
現
存
が
確
認
さ
れ
、
吋
壁
代
一
一
一
宝
紀
』
巻
十
一
一
一
に
お
い
て
は
大
乗
銭
入
蔵
目
(
閤
九
一
一
下
)
に
編
入
さ
れ
、
現
喪
に
い
た
る
ま
で
役
一
法
護
の
訳
出
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
現
行
「
大
正
蔵
経
」
所
収
の
吋
龍
施
菩
藤
本
起
経
」
も
竺
法
護
の
訳
出
と
さ
れ
て
い
る
。
本
経
後
半
の
備
と
長
行
中
の
美
文
体
は
、
訳
者
に
よ
っ
て
自
覚
的
に
脚
韻
を
踏
ま
せ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
そ
れ
で
は
そ
の
よ
う
な
配
患
を
施
し
た
訳
者
と
は
、
は
た
し
て
伝
承
ど
お
り
竺
法
護
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
(
則
的
)
と
こ
ろ
で
、
役
一
法
護
の
訳
経
の
特
徴
に
つ
い
て
、
諾
資
料
を
過
し
て
確
一
議
記
集
」
巻
二
一
一
の
緋
一
一
法
護
伝
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
そ
の
先
祖
は
丹
氏
に
あ
っ
た
が
、
佐
一
法
護
は
敦
埠
で
う
ま
れ
、
八
歳
で
出
家
し
外
国
沙
門
の
笠
高
麗
を
蹄
と
し
て
い
る
。
漢
詩
文
化
菌
に
あ
り
な
が
ら
も
商
域
に
接
し
、
域
外
の
人
が
往
来
す
る
地
に
生
ま
れ
育
ち
、
そ
認
し
て
み
る
と
、
し
て
出
家
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
後
翻
訳
者
と
し
て
の
賓
を
す
で
に
負
わ
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
伝
記
の
「
終
身
訳
写
」
と
は
そ
れ
を
端
的
に
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
訳
し
た
経
典
の
ジ
ャ
ン
ル
は
轄
広
く
、
ま
た
そ
の
数
量
も
古
訳
時
代
で
は
最
多
の
一
五
回
部
一
一
一
O
九
巻
で
あ
り
(
ち
な
み
に
鳩
摩
羅
什
は
一
ニ
五
部
ニ
九
四
巻
)
、
し
か
も
大
乗
仏
教
の
主
要
経
典
が
多
く
、
翻
訳
活
動
期
間
も
少
な
く
と
も
四
十
年
以
上
(
二
六
六
年
1
一
O
八
年
)
に
お
よ
び
、
更
に
伝
記
に
は
「
僧
徒
手
数
、
成
く
と
あ
り
、
ま
た
竺
法
乗
缶
に
も
来
り
て
宗
奉
す
」
(
五
五
・
九
人
上
)
「
護
は
援
に
道
関
中
に
被
り
、
立
つ
資
材
殻
蓄
な
り
い
と
あ
る
ご
と
く
、
笠
法
護
教
団
の
規
模
と
そ
の
財
力
を
も
っ
て
訳
経
と
写
0
・
三
悶
七
中
)
経
事
業
を
な
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
訳
出
経
典
は
南
北
で
も
広
く
弘
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
組
出
祐
を
し
て
、
凡
そ
百
四
十
九
部
、
孜
孜
と
し
て
務
む
る
所
、
た
だ
弘
通
を
以
て
業
と
為
し
、
終
身
訳
写
し
て
、
労
な
る
も
稽
を
告
げ
ず
。
経
法
の
広
く
中
華
に
流
る
る
所
以
は
、
護
の
力
な
り
(
五
五
・
九
八
上
)
。
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
、
後
世
に
は
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
話
承
遠
・
選
真
父
子
や
そ
の
他
多
数
の
助
訳
者
の
協
力
が
あ
り
、
「
山
山
一
一
一
蔵
記
集
』
に
あ
る
竺
法
護
訳
経
典
の
経
自
・
経
序
・
伝
記
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
少
な
く
と
も
寵
接
間
接
に
訳
業
に
か
か
わ
っ
た
者
(
お
)
は
、
出
家
在
家
を
合
わ
せ
て
三
十
人
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
助
訳
者
が
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
い
っ
た
い
完
成
し
た
訳
文
に
ど
れ
だ
け
竺
法
護
本
人
の
文
章
が
残
さ
れ
た
の
か
は
な
は
だ
焼
関
で
は
あ
る
。
さ
て
掲
の
漢
訳
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
般
一
一
法
護
の
数
あ
る
現
存
訳
経
中
に
、
偶
の
脚
韻
を
配
慮
し
て
訳
さ
れ
た
も
の
は
、
吋
商
品
母
経
同
円
如
来
吋
摘
出
施
設
国
際
本
起
経
」
の
有
銀
出
回
将
棋
と
端
的
訳
者
に
つ
い
て
独
証
自
耕
一
一
一
味
経
」
ま
ず
吋
鹿
母
経
』
に
つ
い
て
は
麗
本
と
宋
元
明
の
一
一
一
本
で
相
違
が
甚
だ
「
生
経
」
歪
日
曜
経
』
の
田
部
で
あ
る
。
し
い
た
め
、
大
正
議
経
で
は
雨
系
統
が
翻
字
さ
れ
て
い
る
。
一
二
本
系
の
ほ
う
が
長
く
、
よ
っ
て
有
韻
掲
績
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
現
今
に
お
い
て
ど
ち
ら
が
笠
法
護
の
訳
業
に
か
か
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
経
銭
に
よ
れ
ば
一
一
一
(
お
)
紙
或
い
は
関
紙
で
あ
る
の
で
、
現
存
の
高
麗
系
統
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
本
経
に
は
関
本
異
訳
と
し
て
、
民
ハ
支
議
の
宮
崎
子
経
同
巻
が
あ
る
。
(
幻
)
詰
附
元
録
』
に
お
い
て
両
者
は
「
文
句
全
開
」
と
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
名
古
屋
帯
の
七
寺
に
現
存
す
る
「
鹿
子
経
』
(
漢
訳
者
名
な
し
)
と
、
入
蔵
さ
れ
て
い
る
高
麗
版
系
の
吋
鹿
母
経
」
は
ほ
法
問
じ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
掲
に
お
い
て
も
、
佐
一
法
護
が
支
議
訳
本
の
備
を
そ
の
ま
ま
転
毘
し
た
蓋
然
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
な
お
そ
の
詳
細
な
考
証
は
別
に
拙
文
が
あ
る
の
(
嶋
崎
)
で
参
照
さ
れ
た
い
。
つ
ぎ
に
「
如
来
独
証
自
制
一
一
一
味
経
』
の
有
韻
備
壌
に
し
て
も
、
伝
安
世
の
そ
れ
と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
両
高
訳
の
「
自
制
三
味
経
」
経
の
訳
出
の
先
後
が
開
明
確
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
役
一
法
護
の
訳
出
閣
と
断
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
竺
法
護
の
訳
経
に
お
い
て
は
、
有
韻
の
備
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
偶
然
の
通
搾
か
ら
既
訳
の
慣
を
転
用
し
た
事
例
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
体
的
に
一
一
お
う
な
ら
ば
中
華
の
詩
律
を
意
識
し
た
上
で
訳
さ
れ
た
こ
と
を
襲
極
的
に
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
帰
陣
品
拡
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
十
一
一
一
号
巻
五
(
一
二
・
五
一
(
一
一
了
八
七
中
下
)
と
室
田
曜
経
〕
(
お
)
一
下
)
に
見
え
る
有
韻
儲
墳
で
あ
る
。
こ
の
間
経
の
惜
問
題
と
な
る
の
は
、
は
既
訳
の
経
典
中
に
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
性
一
法
護
の
訳
経
作
業
中
に
訳
出
さ
れ
た
慣
で
あ
る
に
棺
違
な
い
。
「
生
経
』
に
は
た
く
さ
ん
の
掲
(
八
百
匂
)
が
あ
る
が
、
有
韻
掲
額
は
わ
ず
か
な
用
併
の
み
で
あ
り
、
他
の
多
数
の
掲
は
押
韻
し
て
い
な
い
。
比
率
か
ら
す
る
と
全
体
の
一
割
に
も
満
た
な
い
。
よ
っ
て
漢
訳
仏
典
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
偶
然
の
通
押
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
子
が
自
ら
の
徳
を
掲
に
よ
っ
て
歌
い
あ
げ
て
い
る
箇
所
に
ま
と
ま
っ
て
説
一
に
は
正
人
の
太
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
お
そ
ら
く
偶
擦
の
押
韻
で
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
他
の
漢
訳
仏
典
出
?
に
開
じ
損
壊
が
存
夜
し
な
い
こ
と
か
ら
も
、
竺
法
護
の
訳
経
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
組
織
的
に
訳
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
豆
日
曜
経
』
巻
五
(
一
一
了
五
一
二
下
)
の
偶
は
そ
れ
以
前
の
訳
経
中
に
同
の
文
書
を
見
出
せ
な
い
が
、
巻
六
(
一
二
・
五
二
一
中
下
)
の問団は排一一
大
力
・
康
章
詳
訳
「
修
行
本
起
経
同
や
支
議
訳
吋
太
子
瑞
応
本
起
経
』
に
見
ら
れ
る
備
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
巻
七
(
一
一
了
五
二
七
中
下
)
は
明
ら
か
に
吋
太
子
瑞
応
本
起
経
』
や
西
晋
失
訳
円
長
寿
王
経
』
の
掲
と
連
関
し
て
お
り
、
ま
た
開
巻
八
(
一
ニ
・
五
一
一
一
回
上
)
の
備
も
、
や
は
り
伝
支
議
訳
の
吋
撰
集
百
隷
経
』
巻
十
、
或
は
吋
長
寿
王
経
』
の
鵠
填
を
援
用
し
た
も
の
に
松
違
な
い
。
問
題
と
な
る
巻
五
の
備
で
あ
る
が
、
第
一
掲
以
外
は
す
間
ベ
て
陽
部
と
庚
部
で
通
押
し
て
い
る
の
で
(
晋
代
に
陽
庚
の
通
押
例
は
多
数
あ
る
)
、
こ
れ
も
ま
た
意
図
的
に
漢
訳
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
定
木
高
僧
伝
」
巻
に
、
「
半
戸
と
は
、
・
:
法
護
・
調
か
に
声
明
音
律
を
解
し
、
中
天
の
縮
語
典
一
言
を
用
て
、
訳
す
者
の
如
き
-
奨
締
・
義
浄
、
は
是
な
り
」
(
五
0
・
七
二
囲
上
)
と
あ
る
よ
う
に
、
役
一
法
護
は
イ
ン
ド
の
声
明
音
韻
方
面
に
お
い
て
は
充
分
な
知
識
を
そ
な
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
訳
業
を
手
助
け
し
、
し
か
も
実
名
が
判
明
し
て
い
る
一
二
十
人
も
の
助
訳
者
の
存
在
も
無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
法
護
は
備
の
訳
出
に
あ
た
っ
て
、
脚
韻
を
配
慮
し
て
漢
訳
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
大
多
数
の
備
は
押
韻
し
て
い
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
と
望
日
曜
経
』
に
通
押
す
る
偶
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
一
経
全
体
の
比
率
か
ら
す
れ
ば
、
わ
ず
か
な
事
例
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
5
、
支
謙
訳
出
の
可
能
性
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
緋
一
一
法
護
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
漢
訳
事
と
豆
田
躍
経
』
の
ご
と
く
業
で
訳
出
さ
れ
た
経
典
の
簡
に
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
有
韻
の
倍
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
経
の
婦
に
し
て
も
、
そ
の
訳
者
の
真
偽
に
対
し
て
疑
義
を
は
さ
む
に
は
及
ば
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
本
経
は
呉
の
支
議
に
よ
る
訳
出
で
あ
っ
た
可
能
性
も
捻
て
き
れ
上
の
こ
経
は
岡
本
間
訳
の
異
名
な
り
な
い
の
で
あ
る
。
吋
彦
諜
録
」
巻
一
(
五
五
・
一
五
七
中
)
は
じ
め
に
述
べ
た
と
お
り
、
京
総
施
菩
薩
本
起
経
同
に
は
呉
の
支
謙
訳
龍
施
女
経
巻
晋
世
竺
法
護
訳
と
さ
れ
る
開
本
異
訳
の
京
総
施
女
経
同
が
あ
る
。
こ
の
雨
経
を
経
録
に
求
龍
施
菩
薩
本
起
経
一
巻
め
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
一
蔵
記
集
』
巻
一
一
、
支
議
訳
経
の
条
(
五
五
・
七
上
)
右
ニ
経
は
関
本
異
訳
吋
鶴
市
泰
録
」
巻
一
(
同
一
九
二
中
)
龍
施
女
経
一
巻
別
組
斡
に
毅
す
所
な
り
安
録
に
な
し
龍
施
女
経
一
巻
紙
普
世
竺
法
護
訳
宮
山
三
議
記
集
』
巻
二
、
紳
一
一
法
護
訳
経
(
関
経
)
の
条
(
関
九
中
)
龍
施
菩
薩
本
恕
経
巻
四
紙
龍
施
本
起
経
一
巻
m
出
録
に
総
施
本
起
と
一
去
、
つ
或
は
議
施
女
経
と
一
去
、
っ
右
一
一
経
は
持
本
異
訳
「
法
経
録
』
巻
一
向
八
下
)
巻
三
(
同
三
九
O
下
)
龍
施
女
経
一
巻
龍
施
女
経
一
巻
晋
世
竺
法
護
訳
呉
黄
武
年
支
謙
訳
龍
施
女
経
一
巻
第
訳
間
総
右
呉
黄
武
年
支
謙
訳
長
一
一
房
録
に
出
づ
龍
施
菩
議
本
起
経
一
巻
龍
施
菩
薩
本
超
経
一
巻
t喜
訳
関
担
献
に
務
総
本
経
と
一
去
、
っ
紙
経
は
向
本
異
訳
右
西
晋
緋
一
一
法
護
訳
長
一
際
録
に
お
づ
「
歴
代
コ
一
宝
紀
」
巻
五
、
支
議
訳
経
の
条
(
四
九
・
五
七
下
)
龍
施
女
経
一
巻
安
時
踏
に
無
し
祐
一
疋
く
別
録
を
見
よ
前
の
一
一
経
は
本
間
別
訳
な
り
「
関
一
万
録
」
巻
ニ
、
支
議
訳
経
の
条
(
岡
田
八
八
上
)
吋壁代一一
巻
六
、
仕
一
一
法
護
訳
経
の
条
(
同
六
三
上
)
龍
施
女
経
一
巻
初
出
能
施
設
同
開
催
本
起
経
と
田
川
本
祐
一
五
く
別
録
の
毅
龍
施
女
経
一
巻
問
時
踏
に
龍
総
本
起
経
と
一
去
、
つ
第
li 
す
所
な
り
安
時
誌
に
怒
し
「
歴
代
三
宝
紀
」
巻
二
一
一
、
大
乗
録
入
蔵
自
(
同
一
一
一
下
)
吋
間
関
一
克
録
』
巻
一
寸
役
一
法
護
訳
経
の
条
(
同
四
九
回
中
)
龍
施
菩
薩
本
超
経
一
巻
龍
施
菩
薩
本
起
経
一
巻
出
銭
に
的
関
施
本
経
と
云
い
或
は
蕊
施
女
経
と
云
龍
施
女
経
巻
つ
第
一
一
出
な
り
総
施
女
経
と
同
門
本
{首
円
曲
総
務
警
捜
臨
本
起
経
」
の
有
朗
閥
間
関
績
と
淡
訳
者
に
つ
い
て
li 
係
数
大
学
総
合
研
究
所
紀
姿
第十一一一号
祐
録
を
見
よ
龍
施
女
経
一
巻
『
開
一
苅
録
』
巻
一
九
、
大
乗
入
蔵
録
(
間
六
八
五
上
)
ゑ託
龍
施
菩
薩
本
起
経
一
巻
官
民
一
克
録
」
或
い
は
女
の
字
な
し
或
は
龍
施
女
経
と
一
玄
、
っ
或
は
輸
出
線
本
綾
と
一
去
つ
限
定正
龍
施
女
経
一
巻 一
、
支
謙
訳
経
の
条
(
同
七
八
五
中
)
初
li 
拘
悩
仲
総
務
薩
本
柏
崎
経
と
河
本
祐
一
京
く
刷
出
銭
の
熱
戦
す
所
な
り
安
時
蹴
に
綴
…
し
龍
施
菩
薩
本
語
経
一
巻
吋
貞
一
克
録
』
巻
一
一
一
、
緋
一
一
法
護
訳
経
の
条
(
同
七
九
問
時
献
に
総
施
本
経
と
一
去
い
或
は
総
総
経
と
一
五
、
っ
下
)
第
一
一
お
な
り
蛸
腿
施
女
怒
と
関
本
俗
祐
録
を
見
よ
龍
施
女
経
一
巻
巻
二
九
、
大
衆
入
蔵
録
(
間
一
O
一二
O
上
)
長正
龍
施
菩
薩
本
起
経
一
巻
* 
或
い
は
女
の
字
な
し
或
は
箆
施
女
経
と
一
去
、
っ
亦
た
総
施
本
経
と
云
つ
関
紙
* 
* 
経
録
を
な
が
め
る
と
、
そ
の
経
題
は
支
議
訳
と
し
て
は
い
ず
れ
も
「
龍
施
女
経
」
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
役
一
法
護
に
あ
っ
て
は
「
龍
施
本
経
」
「
龍
施
女
経
」
「
龍
施
本
起
経
」
「
龍
施
菩
薩
本
起
経
」
「
龍
施
経
」
と
あ
る
よ
う
に
、
か
な
り
錯
綜
し
て
い
る
。
よ
っ
て
経
題
か
ムノ、
ら
一
人
の
漢
訳
者
を
比
定
す
る
こ
と
は
・
有
効
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
安
静
泰
録
」
(
六
九
五
年
)
に
示
さ
れ
る
写
経
の
紙
数
を
(
六
六
五
年
)
と
こ
で
、
唐
代
に
編
纂
さ
れ
た
つ
の
根
拠
と
す
る
な
ら
ば
、
雨
録
は
竺
法
護
訳
本
の
料
紙
を
二
紙
と
し
て
お
り
、
円
大
周
録
』
は
支
謙
訳
本
を
四
紙
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
大
正
蔵
に
収
め
ら
れ
て
い
る
現
行
の
「
龍
施
菩
薩
本
起
経
』
と
「
龍
施
女
経
』
に
対
し
て
唐
代
の
標
準
的
写
経
の
体
裁
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
前
者
が
四
紙
本
で
あ
り
、
後
者
が
二
紙
本
で
、
経
録
の
記
載
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
よ
う
に
写
本
の
料
紙
を
判
定
基
準
と
す
る
な
ら
ば
、
現
行
の
竺
法
護
訳
「
龍
施
菩
藤
本
起
と
支
議
訳
「
龍
施
女
経
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
訳
者
が
逆
転
す
る
こ
と
(
お
)
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
雨
経
は
と
も
に
一
短
い
経
典
で
あ
り
、
そ
の
訳
語
諾
棄
を
検
証
滞
納
し
て
漢
訳
者
を
判
定
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
決
定
的
(
幻
)
で
は
な
く
徒
労
に
お
わ
っ
た
。
壮
一
一
法
護
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
経
典
に
お
け
る
簡
は
ほ
と
ん
ど
が
無
韻
で
あ
り
、
方
で
呉
の
支
謙
訳
経
典
の
そ
れ
は
、
多
く
通
押
さ
せ
て
漢
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
別
稿
で
論
述
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
竺
法
護
訳
と
も
一
言
わ
れ
る
東
晋
失
訳
「
殻
泥
謹
経
』
、
そ
し
て
現
蔵
の
竺
法
護
訳
「
鹿
母
経
』
も
、
掲
の
韻
と
経
録
の
記
載
か
ら
し
て
、
実
は
支
議
に
よ
る
訳
出
で
あ
る
か
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
掲
額
部
分
の
み
が
(
認
)
既
訳
の
支
議
訳
本
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
経
も
、
こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
た
閣
が
通
押
し
て
い
る
こ
と
と
経
録
の
記
載
か
ら
鑑
み
て
、
応
は
支
謙
訳
の
可
能
性
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
6
、
漢
訳
者
と
排
版
の
錯
綜
ー
そ
の
理
由
と
時
期
i
こ
こ
ま
で
は
以
下
の
一
一
点
を
論
じ
て
き
た
。
第
に
本
経
(
ま
た
は
本
経
の
掲
)
は
支
議
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
が
、
後
に
竺
法
護
に
仮
託
(
ま
た
は
踏
襲
)
さ
れ
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
第
二
に
漢
訳
者
(
支
譲
)
は
押
韻
す
る
簡
と
し
て
漢
訳
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初
期
の
印
刷
大
蔵
経
に
お
い
て
は
、
A
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
す
べ
て
宮
沢
行
で
排
版
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
現
象
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
っ
た
い
、
い
つ
い
か
な
る
要
国
に
よ
っ
て
、
訳
者
・
排
版
を
め
ぐ
っ
て
こ
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
一
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
ぅ
。
前
述
し
た
よ
う
に
古
い
経
録
に
お
い
て
は
「
龍
施
女
経
」
と
円
龍
施
菩
護
本
起
経
」
の
河
本
異
訳
に
対
し
て
、
時
に
経
題
の
錯
綜
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
常
に
一
貫
し
て
特
定
の
漢
訳
者
が
当
て
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
訳
者
比
定
を
め
ぐ
る
判
断
を
ゆ
る
が
せ
る
大
き
な
要
留
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
後
の
詰
問
元
録
』
や
な
る
と
、
支
議
訳
と
し
て
「
龍
施
女
経
』
を
、
性
一
法
護
訳
と
し
て
京
総
施
菩
藤
本
起
経
』
を
著
録
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
印
副
大
議
経
中
の
聖
「
龍
施
設
官
複
本
起
縫
」
の
有
綴
旧
悩
綴
と
渓
訳
者
に
つ
い
て
政
〈
は
『
間
一
克
録
』
を
標
準
?
と
し
て
収
集
編
纂
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
経
典
名
も
漢
訳
者
名
も
、
当
然
な
が
ら
「
開
元
銭
」
の
記
載
に
準
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
在
実
見
し
う
る
各
大
蔵
経
に
お
い
て
は
、
支
議
訳
は
吋
龍
施
女
経
』
、
竺
法
護
訳
は
吋
龍
施
菩
薩
本
起
経
」
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
う
る
の
で
あ
る
。第
二
の
開
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
緯
を
た
ど
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
一
の
時
題
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
漢
訳
者
は
お
そ
ら
く
呉
の
支
議
で
あ
り
、
後
半
は
掲
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
通
常
、
掲
文
の
直
前
に
(
お
)
置
か
れ
る
「
説
偶
一
一
三
に
相
当
す
る
冠
勾
が
な
く
、
な
お
か
つ
長
行
か
ら
断
続
的
に
流
れ
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
く
な
く
と
も
が
編
纂
さ
れ
る
こ
ろ
ま
で
に
、
長
行
の
行
ど
り
に
改
変
さ
れ
て
し
ま
い
、
こ
れ
が
各
印
刷
大
蔵
経
へ
と
継
承
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
元
販
に
い
た
っ
て
再
び
簡
の
勾
式
に
排
版
i
問
、
本
来
の
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
と
な
(
お
)
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
経
の
前
半
に
お
け
る
四
字
句
の
リ
ズ
ム
か
ら
、
後
半
に
い
た
る
と
一
転
し
て
五
字
句
の
リ
ズ
ム
へ
と
、
そ
の
文
体
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
事
実
が
、
そ
う
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
漢
訳
経
典
に
お
い
て
は
鶏
晋
南
北
朝
を
通
じ
て
四
字
句
こ
そ
が
長
行
の
標
準
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
そ
れ
は
他
で
も
な
く
読
諦
や
記
官
へ
の
龍
慮
で
(
お
)
あ
る
。
一
字
一
音
節
と
し
て
の
漢
語
は
二
学
を
も
っ
て
拍
を
う
つ
の
で
、
七
係
数
大
学
総
合
研
究
所
紀
妥
第
十
三
号
偶
数
勾
で
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
は
、
読
諦
・
暗
記
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
。
こ
れ
は
文
壊
の
四
六
文
の
勾
式
と
向
じ
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
長
行
の
閤
字
一
匂
の
リ
ズ
ム
が
、
後
半
に
い
た
っ
て
突
如
と
し
て
五
学
一
句
の
句
作
り
に
変
化
し
、
そ
れ
が
経
末
ま
で
つ
づ
く
。
発
声
し
よ
う
と
意
念
し
よ
う
と
、
こ
の
突
然
の
リ
ズ
ム
の
変
北
を
感
知
し
え
な
い
漢
語
を
母
語
と
す
る
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
(
日
本
の
漢
字
音
で
読
経
し
て
も
感
知
で
き
る
変
化
で
あ
る
)
。
少
な
く
と
も
一
字
一
音
節
を
原
則
と
す
る
漢
語
の
字
音
に
通
じ
て
い
る
者
で
あ
れ
ば
必
ず
旋
律
か
ら
く
る
違
和
感
に
襲
わ
れ
、
戸
惑
う
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
次
の
瞬
間
に
は
そ
れ
ら
が
長
行
で
は
な
い
こ
と
を
車
感
す
る
、
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
中
華
の
文
章
や
漢
語
仏
典
に
一
貫
し
て
五
字
を
一
句
と
す
る
散
文
ま
た
は
長
行
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
五
字
ま
た
は
七
字
と
い
う
奇
数
音
節
句
と
い
う
の
は
、
勾
末
に
一
音
節
分
の
休
昔
が
発
生
す
る
た
め
に
、
読
諭
す
る
上
で
な
め
ら
か
に
流
れ
て
い
く
散
文
や
長
行
に
お
い
て
は
不
向
き
な
ス
タ
お
い
て
、
イ
ル
な
の
で
あ
る
。
加
え
て
麓
晋
南
北
輯
に
お
い
て
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
仏
典
の
偶
の
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
は
五
学
一
句
の
占
有
率
が
他
を
圧
倒
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
し
て
く
れ
る
。
し
た
が
っ
て
元
版
以
前
の
い
つ
の
頃
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
長
行
に
典
型
的
な
四
字
匂
の
リ
ズ
ム
か
ら
、
後
半
に
な
っ
て
長
行
リ
ズ
ム
で
は
な
い
五
字
句
に
移
行
す
る
違
和
感
か
ら
、
こ
の
五
字
句
の
文
を
、
慣
と
し
て
排
版
し
寵
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
繰
り
返
す
が
一
貫
し
て
五
字
句
を
基
調
と
す
る
長
一
行
は
、
少
な
く
と
も
仏
J¥ 
教
経
典
に
お
い
て
は
断
じ
て
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
興
味
ぷ
か
い
こ
と
に
、
一
万
版
以
降
よ
う
や
く
原
初
形
態
を
復
元
し
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
編
さ
ん
者
ら
は
そ
の
掲
が
押
韻
し
て
い
る
こ
と
に
は
感
知
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
蔀
晋
の
時
代
か
ら
は
る
か
千
年
を
経
過
し
て
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
漢
字
音
す
ら
も
変
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
涼
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
九
一一良市
T
段
に
あ
る
、
「
開
難
乃
怖
驚
」
ま
た
は
「
阿
難
乃
驚
怖
」
の
句
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
が
こ
れ
を
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
逮
得
無
従
生
時
難
乃
怖
驚
(
平
庚
・
庚
)
第
四
勾
の
「
向
難
乃
怖
驚
」
が
第
二
句
の
「
逮
得
無
従
生
」
の
韻
字
「
生
」
使
自
投
楼
下
(
平
庚
・
庚
)
変
為
男
子
形
と
押
韻
す
る
た
め
に
は
、
A
グ
ル
ー
プ
の
金
蔵
・
高
麗
蔵
・
一
房
山
遼
刻
に
あ
る
「
:
:
:
怖
驚
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
東
禅
寺
・
関
元
-
思
渓
・
噴
砂
・
元
普
寧
蔵
・
洪
武
南
蔵
・
明
高
蔵
・
明
北
瀧
・
嘉
悶
胤
ハ
蔵
・
清
龍
蔵
は
、
そ
ろ
っ
て
「
:
:
:
驚
怖
」
と
あ
る
よ
う
に
押
韻
し
な
い
の
で
あ
る
o
A
グ
ル
ー
プ
の
「
怖
驚
」
は
辞
書
類
に
と
ら
れ
て
い
な
い
耳
慣
れ
な
い
用
語
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
驚
怖
」
の
ほ
う
が
常
用
の
一
詩
集
で
あ
る
。
し
か
し
韻
字
「
怖
」
(
「
切
韻
」
で
去
声
暮
韻
、
競
普
の
韻
部
は
魚
部
)
で
は
失
韻
と
な
っ
て
し
ま
う
。
漢
訳
者
(
支
議
)
は
押
韻
さ
せ
る
た
め
に
常
用
の
「
驚
怖
」
を
あ
え
て
倒
霞
さ
せ
て
耳
慣
れ
な
い
「
怖
驚
」
と
い
う
詩
語
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
同
義
の
二
音
節
語
議
で
あ
れ
ば
韻
律
の
条
件
の
も
と
、
語
顕
を
倒
置
す
る
こ
と
は
中
華
の
韻
文
に
は
常
見
の
修
辞
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
十
人
匂
自
に
あ
る
「
士
山
意
用
博
で
も
同
じ
で
あ
る
。
句
求
の
は
常
用
語
桑
で
は
「
驚
博
」
で
あ
る
が
、
押
韻
さ
せ
る
た
め
に
あ
え
て
「
樗
驚
」
を
採
用
し
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
偶
壊
の
排
版
に
組
み
な
お
し
て
原
初
形
態
を
援
し
た
元
瓶
な
ど
の
B
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
て
も
、
「
:
:
:
驚
怖
」
と
し
て
、
な
お
も
韻
字
に
無
頓
着
で
あ
る
の
は
、
本
経
の
備
が
押
韻
し
て
い
る
と
感
知
し
え
な
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
B
グ
ル
ー
プ
の
編
さ
ん
者
た
ち
は
長
行
の
終
わ
り
の
部
分
も
押
韻
し
て
い
る
勾
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
本
経
こ
そ
が
支
謙
訳
出
の
経
典
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
知
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
漢
字
音
が
時
代
の
推
移
と
と
も
に
演
変
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
清
朝
考
証
学
の
め
ざ
ま
し
い
躍
進
に
と
も
な
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
(
幻
)
に
な
っ
た
学
的
成
果
で
あ
る
。
よ
っ
て
説
晋
の
漢
字
音
と
元
朝
に
お
け
る
漢
字
音
で
は
騒
然
と
し
た
臨
た
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
貌
普
に
漢
訳
さ
れ
た
本
経
掲
壌
の
押
韻
を
、
約
千
年
後
の
元
朝
に
生
き
た
者
が
感
知
で
き
る
道
理
は
な
い
の
で
あ
る
。
校
髄
し
え
な
か
っ
た
の
は
版
本
大
蔵
経
の
編
纂
者
の
賞
で
は
な
い
。
時
代
で
あ
る
。
こ
の
「
驚
怖
」
と
「
怖
驚
」
の
校
異
は
わ
ず
か
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
有
議
出
国
壌
か
ら
は
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
校
離
に
よ
っ
て
、
漢
訳
の
原
初
形
態
を
後
一
花
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
」
と
に
も
、
本
研
究
の
意
義
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
内
総
施
菩
稜
本
起
緩
」
の
有
時
間
同
国
閣
制
と
漢
訳
者
に
つ
い
て
お
わ
り
に
本
経
の
前
半
は
四
字
句
を
基
調
と
し
た
長
行
と
し
て
漢
訳
さ
れ
て
お
り
、
後
半
は
脚
韻
か
ら
し
て
五
字
句
を
基
調
と
し
た
渇
績
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
つ
ま
り
こ
う
し
た
四
字
一
旬
(
長
行
の
リ
ズ
ム
)
か
ら
一
転
し
て
五
字
一
匂
(
非
長
一
行
の
リ
ズ
ム
)
へ
唐
突
に
旋
律
拍
節
が
変
化
す
る
こ
と
と
、
脚
韻
の
状
況
か
ら
し
て
、
本
経
の
原
初
形
態
は
B
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
長
行
に
お
い
て
も
押
韻
す
る
西
学
勾
が
散
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
掲
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
文
章
の
流
れ
か
ら
し
て
恐
ら
く
簡
で
は
な
く
長
行
と
し
て
漢
訳
さ
れ
た
も
の
と
想
定
し
う
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
通
常
の
長
行
で
は
な
く
、
韻
を
押
す
こ
と
に
よ
っ
て
修
飾
さ
れ
た
美
文
体
と
し
て
の
長
行
で
あ
り
、
仏
政
(
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
特
殊
に
し
て
竿
見
な
事
例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
そ
し
て
ま
た
漢
訳
者
に
つ
い
て
も
再
検
討
し
て
み
た
。
本
経
は
宮
山
三
蔵
記
集
』
に
お
い
て
、
当
時
関
経
で
あ
っ
た
六
四
部
の
茜
晋
竺
法
護
訳
経
典
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
す
ぐ
さ
ま
笠
法
護
訳
と
断
定
す
る
こ
と
に
は
、
い
さ
さ
か
露
錯
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
掲
の
通
押
状
況
の
み
な
ら
ず
、
経
録
に
示
さ
れ
る
料
紙
の
紙
数
を
判
定
基
準
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
二
回
呉
の
支
謙
訳
を
訳
者
と
し
て
想
定
し
た
の
で
あ
る
。
九
崩
御
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
十
三
号
ま
た
最
後
に
は
漢
訳
者
と
排
版
の
錯
綜
に
つ
い
て
も
ふ
れ
た
。
前
者
は
経
録
の
記
載
が
、
後
者
は
漢
字
音
の
変
化
が
そ
の
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
漢
訳
仏
典
の
テ
キ
ス
ト
は
実
に
豊
富
で
多
彩
で
あ
る
。
そ
の
豊
富
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
確
か
な
伝
承
が
保
証
さ
れ
る
貴
重
な
写
本
類
の
残
存
も
少
な
く
は
な
い
。
当
該
テ
キ
ス
ト
の
原
初
形
態
と
そ
の
後
の
展
開
を
同
時
に
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
研
究
を
稗
益
進
展
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
龍
施
菩
薩
本
起
経
」
の
偶
墳
を
例
と
し
て
、
一
連
の
「
漢
語
仏
典
に
お
け
る
簡
の
研
究
」
の
問
題
点
と
そ
の
意
義
を
提
起
し
、
問
時
に
簡
に
対
す
る
総
合
的
な
調
査
研
究
を
行
う
必
要
性
を
提
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
詮(
l
)
本
稿
の
梗
概
は
す
で
に
「
漢
語
仏
典
に
お
け
る
偽
の
研
究
i
竺
法
談
訳
吋
龍
施
菩
薩
本
起
経
〕
の
詩
律
を
め
ぐ
っ
て
i
」
(
「
印
仏
時
制
」
五
一
一
の
一
、
ニ
O
O
一
二
年
)
と
題
し
て
発
表
し
て
い
る
。
(
2
)
東
禅
寺
山
胤
は
宮
内
庁
所
蔵
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
焼
付
け
で
、
関
一
冗
ヰ
寸
版
は
こ
0
0
三
年
二
月
四
日
に
知
窓
院
議
本
を
認
査
し
た
。
越
域
金
裁
は
町
中
華
大
蔵
経
」
十
九
巻
一
一
六
七
頁
。
思
渓
版
は
ニ
O
O
二
年
一
月
十
五
日
、
中
国
国
家
図
番
館
の
所
蔵
本
(
女
六
)
を
調
査
確
認
し
た
。
時
間
砂
裁
は
た
木
積
砂
大
蔵
経
」
十
一
巻
一
二
六
頁
。
高
麗
版
は
吉
岡
麗
版
大
蔵
経
』
第
十
一
巻
ム
ハ
一
入
賞
、
な
お
増
上
寺
所
蔵
の
高
麗
蔵
は
ニ
0
0
一
一
一
年
六
月
十
日
に
調
査
済
み
。
一
房
山
石
緩
は
吉
田
加
山
石
経
」
十
巻
・
四
五
O 
一
頁
。
積
砂
歳
に
恭
づ
い
て
掬
版
さ
れ
た
洪
武
南
蔵
(
初
刻
商
議
)
は
吋
原
版
務
総
洪
武
占
的
蕊
い
五
四
冊
・
五
七
O
頁
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
た
。
(
3
)
元
販
は
増
上
寺
所
蔵
の
普
寧
寺
本
を
確
認
、
間
開
高
裁
は
立
正
大
学
問
皇
官
館
蔵
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
(
吋
立
正
大
学
問
出
番
銭
所
蔵
明
代
南
裁
目
録
」
を
参
照
)
、
明
北
蔵
は
「
永
楽
北
蔵
』
(
第
四
回
櫛
五
玉
二
頁
)
、
嘉
奥
蔵
(
万
際
競
・
方
皿
山
本
)
は
知
恩
院
所
蔵
本
を
確
認
、
議
裁
は
内
部
制
緩
綴
本
乾
隆
大
蔵
経
』
(
第
三
入
品
山
一
回
一
一
阜
、
縮
刷
大
蔵
経
と
頻
倣
精
舎
蔵
本
は
そ
れ
ぞ
れ
「
大
日
本
校
訂
総
別
大
蔵
経
い
(
街
函
七
)
、
認
綴
伽
大
蔵
経
」
(
一
回
巻
四
八
一
一
貝
)
を
確
認
し
、
そ
し
て
「
大
正
蔵
経
』
は
十
四
巻
九
一
O
頁
で
あ
る
。
(
4
)
版
本
成
立
以
後
の
写
本
と
し
て
、
感
〈
譲
寺
本
(
「
鼠
(
塗
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
〕
一
一
O
頁
)
・
七
寺
本
(
「
目
指
張
史
料
七
寺
一
切
経
目
録
同
四
一
一
覧
)
・
石
山
寺
本
(
吋
石
山
寺
の
研
究
』
一
切
経
策
、
一
一
二
六
頁
・
二
三
ニ
頁
、
「
紹
和
法
宝
総
何
回
録
」
一
巻
九
人
五
支
)
・
名
取
新
宮
寺
本
(
町
名
取
新
宮
中
一
寸
一
切
経
d
調
査
報
告
書
」
八
七
賞
に
、
「
鎌
倉
中
期
、
設
欠
、
三
紙
」
と
あ
る
)
・
金
翻
寺
本
(
「
金
関
寺
一
切
経
の
基
礎
的
研
究
と
新
出
仏
典
の
研
究
」
二
九
九
頁
)
が
現
存
し
て
い
る
。
落
合
俊
典
教
授
(
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
)
よ
り
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
七
寺
本
と
金
副
総
寺
本
は
備
が
存
在
し
な
い
系
統
(
高
麗
版
系
統
)
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
は
未
見
。
な
お
正
倉
院
聖
語
蔵
・
法
隆
寺
一
切
経
中
に
本
写
本
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
(
5
)
周
知
の
と
お
り
大
正
蔵
経
は
高
麗
版
を
底
本
と
し
て
い
る
。
本
経
も
し
か
り
で
あ
る
(
吋
昭
和
法
宝
総
図
録
〕
第
一
巻
二
七
一
一
良
中
)
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
雨
者
の
排
版
形
態
が
相
違
し
て
い
る
の
は
、
大
正
裁
縫
が
高
麗
版
を
底
本
と
し
、
宋
思
渓
・
一
苅
品
品
目
察
、
及
び
坊
の
方
脱
出
版
(
万
暦
板
・
姦
奥
蔵
)
を
校
本
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
実
際
は
一
九
一
一
年
か
ら
上
海
で
刊
行
さ
れ
た
頻
伽
大
蔵
経
を
草
稿
と
し
、
こ
れ
に
校
呉
を
書
き
込
ん
だ
上
で
増
上
寺
関
蔵
亭
(
現
存
す
る
絞
蔵
の
義
手
に
建
て
ら
れ
た
が
、
後
に
取
り
壊
さ
れ
て
今
は
収
蔵
療
が
建
っ
て
い
る
)
か
ら
印
刷
所
(
九
段
坂
の
京
華
社
)
に
ま
わ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
頻
伽
裁
と
大
正
蔵
経
所
収
の
本
経
と
の
誹
版
形
態
は
た
し
か
に
一
致
し
て
い
る
。
崎
矧
伽
裁
は
大
日
本
校
訂
縮
刷
大
蔵
経
(
縮
蔵
)
の
復
刻
で
あ
り
、
そ
の
綴
裁
は
増
上
寺
の
潟
麗
版
を
底
本
と
し
て
宋
一
冗
明
の
三
本
で
校
異
を
示
し
て
い
る
が
、
縮
蔵
の
校
記
・
を
す
べ
て
省
い
て
し
ま
っ
て
い
る
頻
伽
蔵
の
本
文
は
、
実
質
的
に
は
高
麗
版
そ
の
も
の
の
復
刻
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
縮
蔵
は
文
字
の
異
隠
を
欄
外
上
部
の
校
記
に
示
す
こ
と
は
し
た
が
、
排
版
形
態
ま
で
も
高
麗
本
に
準
拠
さ
せ
る
作
業
を
窓
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
頻
伽
蔵
に
、
そ
し
て
大
正
蔵
へ
と
受
け
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
大
正
蔵
緩
所
収
の
本
経
の
排
版
形
態
は
高
麗
蔵
と
相
違
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
本
経
と
似
た
事
例
は
、
支
議
訳
の
芸
品
印
三
味
綬
』
の
渇
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
正
蔵
経
は
そ
の
編
纂
過
程
に
お
い
て
、
官
間
関
総
裁
経
を
書
写
す
る
手
閲
を
省
い
て
頻
倣
大
綴
経
を
も
っ
て
そ
の
版
下
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
増
上
中
一
寸
三
大
蔵
経
目
録
解
説
」
の
編
者
で
増
上
寺
史
料
一
溺
纂
所
の
主
任
研
究
員
で
あ
っ
た
金
山
正
好
氏
は
、
「
草
稿
と
し
て
「
頻
倣
議
』
本
が
用
い
ら
れ
た
」
(
問
書
一
五
頁
、
一
九
八
二
年
)
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
増
上
寺
一
一
一
大
蔵
経
に
つ
い
て
(
下
)
」
(
吋
増
上
寺
史
料
集
所
報
』
十
号
、
一
九
八
四
年
)
、
「
大
本
山
増
上
寺
史
』
(
石
上
善
応
記
、
本
文
綴
三
五
二
一
良
、
増
上
寺
、
一
九
九
九
年
)
も
参
照
。
(
6
)
奇
数
匂
か
ら
な
る
渓
訳
仏
典
の
僑
緩
は
町
大
正
蔵
経
』
の
一
巻
か
ら
十
七
巻
ま
で
に
、
わ
ず
か
十
数
部
の
経
典
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
(
7
)
他
に
王
カ
「
南
北
朝
詩
人
用
韻
考
」
(
「
清
華
学
報
』
十
一
巻
コ
一
期
、
一
九
三
六
年
)
や
劉
翁
議
翠
笠
日
南
北
朝
詩
文
殻
集
与
研
究
(
韻
集
部
分
)
」
(
中
国
投
会
科
学
出
版
社
、
一
一
O
O
一年)。
窓
腿
施
設
同
隊
本
起
経
」
の
有
国
出
偽
領
と
漢
訳
者
に
つ
い
て
(
8
)
「
持
仏
・
:
」
、
一
万
版
・
間
切
南
裁
は
こ
こ
で
改
行
さ
れ
て
い
る
。
(
9
)
「
怖
驚
」
、
金
蔵
・
官
同
麗
・
一
房
山
は
「
怖
驚
(
平
庚
・
庚
)
」
に
作
り
、
東
禅
寺
・
間
一
冗
品
寸
・
思
渓
・
横
砂
・
普
寧
・
間
的
商
・
明
北
・
嘉
奥
・
龍
蔵
は
「
驚
怖
(
去
暮
・
魚
こ
に
作
る
。
(
ぬ
)
「
珍
宝
」
、
お
そ
ら
く
「
宝
珍
(
平
真
・
真
こ
の
誤
倒
で
あ
ろ
う
。
(
日
)
拙
稿
「
漢
詩
偽
典
に
お
け
る
掲
の
研
究
i
有
韻
の
偽
い
(
香
川
孝
雄
博
士
古
稀
記
念
論
集
京
四
教
学
浄
土
学
研
究
』
所
収
、
永
回
文
日
田
堂
、
二
O
O
一
年
一
一
一
月
)
に
総
裁
し
た
〈
渓
訳
偽
典
有
韻
偽
額
一
覧
表
〉
は
そ
の
後
訂
正
を
い
く
ら
か
加
え
た
。
吋
大
智
度
論
い
に
お
い
て
も
、
あ
と
五
箆
所
ほ
ど
に
通
押
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
追
認
し
て
お
く
と
、
巻
第
十
三
(
一
五
六
中
・
一
五
九
上
中
)
、
巻
十
四
(
一
六
六
上
)
、
巻
十
七
(
一
八
一
二
下
1
一
人
殴
上
・
一
人
間
中
下
)
で
あ
る
。
ま
た
拙
稿
「
支
議
と
鳩
摩
羅
什
訳
仏
政
(
に
お
け
る
偽
の
詩
律
」
(
「
仏
教
史
学
研
究
町
四
一
一
一
巻
一
号
、
京
都
、
二
O
O
一
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
辺
)
渓
訳
仏
典
に
お
け
る
傷
の
押
韻
が
完
盤
で
は
な
い
と
い
う
事
実
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
図
が
考
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
語
義
(
忍
想
山
内
容
)
の
伝
達
を
よ
り
重
視
し
た
た
め
、
訳
者
の
漢
語
能
力
の
限
界
・
訳
者
の
漢
語
修
学
地
(
方
点
目
)
の
相
違
・
額
訳
上
の
技
術
的
な
限
界
・
伝
承
過
程
に
お
け
る
校
訂
や
誤
写
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
綴
は
別
稿
を
間
用
意
し
て
い
る
。
(
日
)
筆
者
は
一
一
一
勾
の
脱
落
を
怒
定
し
て
い
る
。
写
経
で
も
刊
本
で
も
、
一
行
の
字
数
を
十
七
字
前
後
と
す
る
な
ら
ば
、
本
経
の
五
一
吉
田
陶
は
一
行
に
一
二
句
収
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
書
写
段
階
で
視
線
議
離
に
よ
っ
て
一
行
と
ば
し
て
誤
写
す
る
場
合
に
は
、
必
然
的
に
一
二
匂
を
脱
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
撰
述
経
典
の
「
妙
好
{
玉
率
経
」
の
脱
匂
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
設
え
る
で
あ
ろ
う
。
(
は
)
拙
文
「
漢
詩
仏
典
に
お
け
る
傷
の
研
究
i
中
国
撰
述
経
典
に
お
け
る
偽
崩
御
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
姿
第十一一一号
と
そ
の
韻
律
i
」
(
「
仏
教
史
学
研
究
」
白
人
巻
一
号
、
二
O
O
五
年
)
を
参
照
。
(
日
)
「
仏
本
行
経
』
(
問
・
六
三
上
)
知
県
滋
歌
称
戸
新
須
流
荷
主
王
潟
装
歓
悦
章
一
賜
名
宝
珍
宮
山
総
経
凶
巻
九
(
凶
・
六
五
六
上
)
に
も
猶
如
大
海
、
日
夜
沸
動
、
濁
浮
下
沈
、
変
成
宝
珍
。
人
亦
如
走
、
昼
夜
役
心
不
止
、
佼
獲
回
京
証
。
「
十
地
経
」
(
十
・
五
五
ニ
中
)
窓
口
薩
既
潤
諸
勝
行
菜
、
心
歓
喜
一
閃
妙
花
放
浄
光
明
散
宝
珍
供
養
如
来
称
善
説
内
大
宝
稜
経
』
七
七
(
十
一
・
周
囲
一
一
一
上
)
以
此
功
徳
縁
受
身
常
端
正
銭
財
多
宝
珍
審
問
楠
鼠
ハ
成
就
(
児
)
た
だ
し
縮
蔵
・
頻
倣
蔵
・
大
正
蔵
の
排
版
は
実
質
的
に
元
・
明
版
系
で
あ
り
な
が
ら
、
用
字
は
高
麗
裁
に
よ
っ
て
い
る
の
で
そ
の
限
り
で
は
な
iv 
(
げ
)
拙
文
「
「
務
皮
一
一
一
味
経
」
と
竺
法
談
訳
経
典
」
(
吋
俄
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
姿
」
四
号
、
一
九
九
七
年
)
を
参
照
。
(
お
)
之
支
部
は
三
国
晋
と
も
に
、
通
押
す
る
。
(
m
m
)
「
処
」
、
高
麗
の
み
「
上
(
去
叫
位
協
・
揚
こ
に
作
り
、
東
禅
寺
・
問
問
一
万
寺
-
m
出
仙
渓
・
間
以
砂
・
警
察
・
明
南
・
明
北
・
姦
奥
・
龍
蔵
は
「
処
(
去
御
・
魚
)
」
に
作
り
、
金
蔵
は
「
土
(
よ
姥
・
魚
こ
に
作
る
。
(
初
)
「
慈
」
、
金
蔵
・
高
麗
は
「
嵐
山
い
に
作
り
、
東
禅
寺
・
関
元
寺
・
恋
渓
・
讃
砂
・
雄
日
寧
・
間
判
中
間
・
開
明
北
・
嘉
悶
胤
ハ
・
龍
蔵
は
「
答
(
去
泰
・
泰
こ
に
作
る
。
(
幻
)
「
今
此
:
ふ
、
一
冗
絞
・
明
南
蔵
は
こ
こ
で
改
行
し
て
い
る
。
(
詑
)
水
谷
官
熟
成
「
上
中
古
の
簡
に
お
け
る
音
韻
史
上
の
諸
問
題
」
(
門
中
国
文
化
議
書
」
1
一
言
語
、
大
修
録
番
底
、
一
九
六
七
年
)
、
ま
た
史
存
直
「
古
点
目
“
祭
"
部
是
独
立
的
韻
部
鳴
?
」
(
吋
漢
詩
立
田
韻
撃
論
文
集
同
所
収
、
華
東
郎
範
大
学
、
一
九
九
七
年
)
を
参
照
。
(
お
)
廓
一
一
一
市
弱
肉
墜
籍
一
千
謹
一
部
九
逮
斑
列
臨
時
以
兼
羅
設
溺
関
以
襟
帯
済
有
無
之
常
僚
出
昨
日
中
海
撃
会
抗
旗
亭
之
腕
腕
欝
修
所
開
制
之
崎
将
大
(
担
)
俳
一
一
法
設
の
訳
緩
・
訳
語
・
訳
風
な
ど
に
か
か
わ
る
研
究
論
文
は
少
な
く
な
い
。
最
近
で
は
梅
廼
文
京
一
一
法
護
的
翻
訳
初
探
」
(
「
中
翠
仏
学
学
報
」
九
刻
、
一
九
九
六
年
)
や
、
河
野
部
宗
一
一
法
護
の
経
典
渓
訳
の
特
徴
に
つ
い
て
」
(
木
村
清
孝
博
士
還
暦
記
念
論
集
「
東
ア
ジ
ア
仏
教
ー
そ
の
成
立
と
展
開
|
ぃ
、
二
O
O
二
年
)
が
あ
る
。
ま
た
紳
一
一
法
護
の
全
般
的
な
報
告
と
し
て
は
、
鎌
沼
茂
雄
「
紳
一
一
法
護
の
翻
訳
事
業
」
(
吋
中
国
仏
教
史
」
第
一
巻
、
一
九
八
二
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
お
)
機
超
慧
日
「
広
律
伝
来
以
前
の
中
国
に
於
け
る
戒
律
」
(
空
中
国
仏
教
の
研
究
」
I
、
法
裁
館
、
一
九
五
八
年
)
、
佐
々
木
孝
窓
辺
一
法
設
の
訳
緩
に
つ
い
て
|
正
法
華
経
読
解
の
た
め
の
基
礎
的
考
祭
!
」
(
坂
本
幸
労
務
門
法
華
経
の
中
図
的
展
湖
町
平
楽
寺
害
応
、
一
九
七
二
年
)
で
は
す
べ
て
の
名
を
列
挙
し
て
い
る
。
(
お
)
開
阿
部
和
雄
氏
は
、
「
こ
の
二
本
は
流
伝
の
過
程
で
広
路
二
本
と
な
っ
た
と
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
:
:
:
古
く
は
周
紙
の
も
の
の
み
が
あ
っ
て
、
の
ち
に
八
妖
に
増
広
さ
れ
、
雨
本
と
も
に
流
布
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
(
「
訳
経
史
研
究
序
説
(
二
)
i現
議
経
中
の
竺
法
慈
の
再
検
討
i
」
、
運
両
潟
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
商
文
句
五
号
、
一
九
七
一
一
一
年
)
。
(
幻
)
「
関
元
録
い
十
一
一
(
有
訳
有
本
録
)
に
「
腹
母
経
一
巻
、
西
晋
一
一
一
歳
竺
法
議
訳
。
又
群
録
中
、
更
有
鹿
子
経
一
巻
。
一
疋
是
呉
代
外
国
俊
婆
察
一
支
議
所
訳
。
郎
与
前
渡
母
経
文
句
全
向
。
但
立
名
殊
放
不
双
出
」
(
六
O
問
中
)
、
ま
た
同
じ
く
「
尚
一
冗
録
同
十
七
(
別
録
中
馴
削
機
繁
重
録
)
に
「
鹿
子
綬
一
巻
、
右
一
経
、
与
鹿
母
経
文
同
名
異
。
援
英
文
義
、
合
従
母
立
名
。
長
一
勝
録
一
去
、
鹿
子
経
由
ヰ
ハ
代
優
婆
袋
一
支
議
訳
者
謬
也
」
(
六
六
問
中
)
と
あ
る
。
(
お
)
拙
文
「
支
議
所
訳
経
典
中
傷
鎖
的
研
究
i
西
部
経
典
中
間
関
額
約
渓
訳
者
i
」
(
中
間
仏
学
院
学
報
吋
法
滋
」
一
九
期
、
二
O
O
一
年
、
北
京
)
を
参
照
の
こ
と
。
(
お
)
「
普
際
経
記
」
(
「
出
コ
一
歳
記
集
』
巻
七
)
に
は
、
筆
受
者
と
し
て
康
殊
と
由
巾
法
矩
の
名
が
国
見
え
る
。
或
い
は
こ
う
し
た
助
訳
者
た
ち
の
配
慮
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
歪
日
曜
経
」
は
現
存
す
る
竺
法
護
訳
経
典
の
う
ち
、
そ
の
渓
訳
年
代
が
制
判
明
し
て
い
る
中
で
、
最
も
遅
い
、
水
嘉
二
年
(一
O
八
)
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
役
一
法
該
自
身
の
渓
訳
体
例
に
変
化
が
生
じ
た
こ
と
も
合
わ
せ
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
(
ぬ
)
な
お
同
部
和
雄
氏
も
、
経
録
と
訳
語
を
精
査
し
て
、
「
議
施
設
百
薩
本
起
経
』
と
「
龍
施
女
縫
い
が
緋
一
一
法
談
と
支
議
の
い
ず
れ
の
訳
出
に
か
か
る
の
か
は
判
定
に
苦
し
む
と
し
な
が
ら
も
、
渓
行
で
肋
一
一
法
議
訳
と
さ
れ
て
い
る
京
隠
施
菩
薩
本
起
経
」
が
支
議
訳
で
あ
り
、
文
議
訳
と
さ
れ
て
い
る
宗
泌
施
女
経
」
が
紙
一
一
法
談
で
は
な
い
か
と
示
唆
し
て
い
る
(
「
訳
経
史
研
究
序
説
(
三
)
i現
義
経
中
の
竺
法
設
の
再
検
討
i
」
、
寄
闘
溺
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
姿
』
六
号
、
一
九
七
四
年
)
。
(
訂
)
筆
写
は
こ
れ
ま
で
発
表
し
て
き
た
よ
う
に
、
支
畿
の
訳
偽
が
竺
法
護
の
経
典
に
転
用
さ
れ
た
り
、
ま
た
は
緩
典
そ
の
も
の
が
誤
っ
て
竺
法
議
に
仮
託
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
近
年
N
グ
ラ
ム
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
l
分
析
に
よ
る
渓
訳
者
の
比
定
が
脚
光
を
あ
び
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
今
後
検
討
す
る
必
姿
が
あ
る
。
(
ロ
)
た
と
え
ば
支
議
「
太
子
瑞
応
本
起
経
』
(
一
一
一
・
四
七
九
下
)
の
焚
天
勧
請
に
お
い
て
、
楽
神
殺
遮
が
琴
を
弾
き
な
が
ら
歌
っ
た
仏
陀
釈
尊
へ
の
有
「
耕
総
施
慈
怒
本
起
緩
〕
の
有
胡
出
間
関
閣
制
と
淡
訳
者
に
つ
い
て
韻
の
讃
績
は
、
朴
一
一
法
議
豆
日
問
機
経
」
・
五
ニ
七
中
下
)
に
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
拙
稿
「
支
持
隊
と
拍
閣
僚
羅
什
訳
仏
奥
に
お
け
る
備
の
詩
律
」
(
吋
仏
教
史
学
研
究
出
、
四
一
一
一
巻
一
号
、
京
都
、
ニ
O
O
一
年
)
、
「
渓
訳
仏
政
(
中
傷
額
的
韻
律
与
〈
渓
道
俗
業
経
〉
」
(
〈
法
源
〉
第
一
八
期
、
北
京
、
一
一
0
0
0
年
)
、
お
よ
び
「
支
議
所
訳
経
典
出
ザ
偽
額
約
研
究
i
凶
部
経
奥
中
偽
領
的
渓
訳
者
」
(
中
国
仏
学
院
学
報
「
法
滋
」
一
九
期
、
ニ
0
0
一
年
、
北
京
)
を
参
照
。
(
お
)
支
議
訳
経
に
お
い
て
は
、
主
口
縫
本
業
経
」
の
問
問
だ
け
に
「
説
問
問
一
言
」
に
類
す
る
よ
う
な
常
套
の
冠
勾
が
な
く
、
他
の
訳
出
経
典
の
偶
の
夜
前
に
は
す
べ
て
具
わ
っ
て
い
る
。
(
鈍
)
元
版
は
怠
渓
版
を
底
本
と
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
本
経
に
あ
っ
て
は
例
外
と
な
ろ
う
。
よ
っ
て
原
初
形
態
を
保
持
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
元
版
の
底
本
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
(
お
)
た
だ
し
明
の
洪
武
南
蔵
(
初
刻
南
蔵
)
は
磁
砂
蔵
に
基
づ
い
て
問
問
販
さ
れ
た
の
で
、
元
絞
以
降
で
あ
っ
て
も
宋
版
な
ど
と
同
じ
く
宮
沢
行
に
よ
っ
て
排
絞
さ
れ
て
い
る
。
(
お
)
こ
の
渓
訳
仏
典
の
長
行
に
お
け
る
四
字
句
の
発
生
百
帰
国
は
研
究
者
に
よ
っ
て
異
論
が
あ
る
。
朱
慶
之
は
渓
訳
経
典
の
長
行
も
傷
績
も
立
国
節
数
を
一
定
に
保
と
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
党
諸
原
典
の
俄
綴
の
音
節
が
二
況
で
あ
る
こ
と
に
影
響
を
受
け
た
と
し
二
仏
典
与
中
古
渓
語
読
紫
研
究
」
一
四
真
、
文
津
出
版
社
、
一
九
九
二
)
、
食
理
明
は
「
仏
経
四
一
一
首
絡
文
体
的
形
成
」
で
、
先
端
宋
の
殴
字
句
を
中
心
と
し
た
韻
文
が
散
文
に
も
波
及
し
、
さ
ら
に
こ
れ
が
早
期
の
渓
訳
仏
典
の
長
行
に
影
響
を
与
え
、
後
漢
の
康
孟
詳
の
訳
緩
以
降
は
四
字
句
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
(
「
仏
教
文
献
語
雪
之
ニ
九
頁
・
殴
一
真
、
巴
お
霧
社
、
一
九
九
三
年
)
。
さ
ら
に
際
文
傑
は
「
仏
政
ハ
文
体
形
成
原
因
蒋
討
論
」
に
お
い
て
、
道
教
典
籍
か
ら
の
影
響
を
論
じ
て
い
る
(
「
宗
教
学
研
究
』
ニ
O
O
一
年
第
四
期
、
崩
御
品
拡
大
学
総
合
研
究
所
紀
姿
第
十
一
一
一
号
間
四
川
大
学
宗
教
研
究
所
)
。
な
お
筆
者
も
以
前
「
「
浄
度
三
味
経
」
と
竺
法
議
訳
経
典
」
に
お
い
て
絡
述
し
た
こ
と
が
あ
る
完
備
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
」
問
、
一
九
九
七
年
)
。
な
お
長
行
に
お
け
る
西
字
勾
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
西
谷
登
七
郎
ヱ
ハ
務
訳
経
誇
法
の
一
端
一
増
一
間
合
経
を
中
心
と
し
て
」
(
門
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
回
、
一
九
六
五
)
な
ど
に
指
摘
が
あ
る
。
(
閉
山
)
漢
字
音
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
早
く
明
末
の
線
第
(
一
五
回
一
1
ヱ
ハ
一
七
)
に
よ
っ
て
捻
喝
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
(
「
毛
詩
古
音
考
」
序
・
2
聾
一
昨
拙
一
並
立
・
富
山
宋
古
点
目
義
」
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
)
。
大
鳥
正
二
「
中
間
言
語
学
史
(
増
訂
版
)
」
二
九
四
頁
(
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
)
を
参
照
。
